
　こ
こ
二
、三
年
、地
方

議
員
の
政
務
活
動
費

の
不
正
受
給
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。　斑

鳩
町
議
会
に
お

き
ま
し
て
は
、平
成
十

二
年
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
っ
て
、政
務

活
動
費
が「
会
派
」だ

け
で
な
く
「
議
員
個

人
」に
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
時
点
で
、議
員
個
人
の
受
け

取
り
を
見
送
る
判
断
を
し
て
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、そ
れ
以
前
か
ら
の「
会

派
」への
支
給
も
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　議
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す
べ

き
政
務
活
動（
調
査
）は
、各
個
人
の

支
出
に
よ
り
行
っ
て
い
る
現
状
で
あ

り
、そ
れ
が
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、費
用
弁
償
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
十
年
四
月
に
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、目
に
見
え
る
費
用
、目
に

見
え
な
い
費
用
な
ど
細
か
い
点
か
ら

も
、議
会
費
の
削
減
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

平成２7年度決算を審査
こんなことが決まりました
８人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

②
⑥
⑦
⑬

９月定例会

ごみ分別体験ステーション
　（裏表紙に関連記事）

35種類に細かく分別します ▼

▲35種類に細かく分別します

▲厚生常任委員会で現地調査を行いました

ごみ分別体験ステーションが設置されました！
「ごみ」を「資源」にするために、ごみを細かく分別して排出する体験ができる「ごみ分別体験ステーション」
が設置されました。
３５種類に細かく分別することで、資源化をさらに推進することができ、町指定袋の使用枚数の削減にもな
りますので、ぜひ体験してみてください。

場所：斑鳩町幸前２－８－９　衛生処理場内
持込可能日時：平日、第２土曜日、第４日曜日　午前８時３０分～午後３時３０分
分別内容：３５分別（下線が引いてあるものは、町指定袋に入れるなど、従来どおりの排出方法となります。）

①可燃ごみ、②紙おむつ、③アルミ製品、④鉄製品、⑤ブリキ製品、⑥銅線、⑦布製品、⑧その他不燃ごみ、
⑨粗大ごみ、⑩有害危険なごみ、⑪リターナブルビン、⑫その他ビン、⑬アルミ缶、⑭スチール缶、⑮ペットボトル、
⑯硬質プラ、⑰ペットボトルキャップ、⑱レジ袋、⑲その他プラ、⑳枝葉･草類、㉑生ごみ、㉒白色トレイ、㉓柄色トレイ、
㉔新聞紙、㉕ダンボール、㉖雑誌類、㉗雑がみ、㉘紙パック、㉙古着、㉚陶器･ガラス製食器、㉛食器以外、
32廃食用油、33高品位小型家電、34中品位小型家電、35低品位小型家電

90 い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
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県
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斑
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町
法
隆
寺
西
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☎
74-1001　

内
線
302

平
成
28年

11月
1日
発
行

No.90
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中西　和夫
広報発行常任委員会



平成27年度決算を認定
行
政
出
前
講
座
の
内
容
は
？

問
　
町
の
職
員
が
自
治
会
等
に

出
向
い
て
行
う
行
政
出
前
講
座

を
27
年
度
は
33
回
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
を
実
施
さ
れ
た
の
で
す
か
。

答
　
一
番
多
か
っ
た
の
が
、
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
座
で

14
件
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
高

齢
福
祉
に
つ
い
て
、
防
災
に
つ

い
て
、
福
祉
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
な
ど
の
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
27
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

の
講
座
を
７
件
実
施
し
ま
し
た
。

町
防
犯
灯

適
宜
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

問
　町
管
理
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
ど
れ
ぐ
ら
い
進
ん
で
い
ま
す

か
。

答
　蛍
光
灯
の
器
具
の
交
換
時
期

に
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
お

り
、
現
在
、
町
管
理
の
防
犯
灯
５

１
８
灯
の
う
ち
、
１
２
０
灯
、
約

23
％
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
ま
す
。

ペ
イ
ジ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

効
果

問
　
町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

ペ
イ
ジ
ー
収
納
は
、
町
が
手
数

料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
利
用
を
推
進

す
る
予
定
で
す
か
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー

収
納
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融

機
関
の
営
業
時
間
外
や
休
日
で

も
町
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

納
付
期
限
内
の
納
付
が
増
え
て

お
り
、
町
と
し
て
は
、
導
入
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

用
語
解
説

ペ
イ
ジ
ー

税
金
や
公
共
料
金
な
ど
を
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
の
予
定

問
　
役
場
窓
口
以
外
で
の
印
鑑

証
明
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書

等
発
行
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

今
後
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答
　
役
場
１
階
に
設
置
し
て
い

る
自
動
交
付
機
は
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
現
在

利
用
し
て
い
る
パ
ゴ
ち
ゃ
ん

カ
ー
ド
の
両
方
に
対
応
で
き
る

機
器
の
開
発
予
定
が
な
い
こ
と

か
ら
、
現
在
の
自
動
交
付
機
の

部
品
供
給
の
最
終
期
限
で
あ
る

29
年
６
月
ま
で
使
用
し
た
後
、

撤
去
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
西
公
民
館
、
東
公
民
館
、
生

き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
に
お
け
る

証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス
は
、

機
器
の
リ
ー
ス
期
間
終
了
期
限

で
あ
る
30
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
お
け
る

環
境
問
題
へ
の
取
組
み

問
　
各
自
治
会
に
１
人
ず
つ
環

境
保
全
推
進
委
員
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

答
　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法

投
棄
の
実
態
調
査
、
飼
い
犬
等

の
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
の

調
査
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
別

マ
ナ
ー
の
実
態
調
査
等
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
第
10
期
環
境
保
全
推
進
委
員

の
１
年
目
の
取
り
組
み
の
結
果

は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法

投
棄
の
調
査
は
延
べ
６
６
３
件
、

飼
い
犬
等
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
調

査
は
50
件
、
ご
み
の
出
し
方
・

分
別
マ
ナ
ー
調
査
は
５
０
２
件

な
ど
の
調
査
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

問
　
生
ご
み
分
別
収
集
未
実
施

自
治
会
へ
の
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
す
か
。

答
　
ま
ず
自
治
会
長
さ
ん
や
自

治
会
の
役
員
さ
ん
に
こ
う
い
っ

た
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
の
が
一
番
大
事
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
27
年
度
か
ら
生

ご
み
分
別
収
集
未
実
施
自
治
会

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
45
自
治
会
が
参
加
さ
れ
、
そ

の
う
ち
10
自
治
会
が
、
27
年
度

中
に
生
ご
み
分
別
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
非
常
に
効
果
的
な
説
明

会
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

複
数
の
素
材
か
ら
で
き
た
ご
み

の
分
別
方
法
は
？

問
　
表
が
紙
で
裏
が
ビ
ニ
ー
ル

と
い
う
よ
う
な
複
合
し
た
素
材

の
ご
み
は
、
ど
の
よ
う
に
分
別

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

答
　
容
器
包
装
類
に
は
、
何
の

素
材
で
で
き
た
も
の
か
を
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
紙
マ
ー
ク
や
プ
ラ
マ
ー

ク
な
ど
が
商
品
の
ど
こ
か
に
必

ず
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
表
示
を
見
て
い
た
だ
い
て

分
別
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
素

材
に
紙
が
混

ざ
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
れ
ば
、「
そ

の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」
に

決算認定とは
　町に入ったお金（歳入）や使ったお金（歳
出）の実績（決算）について、議会が住民の
代表として審査、認定するものです。（認定
しない場合もあります。）
　「法に基づき適正に執行されたのか」な
どの審査を行うだけではなく、事業の行政
効果や問題点を指摘し、今後の行財政運
営の改善に役立てるなどの意味があり、議
会の重要な役割のひとつです。

一 

般 

会 

計

　平成27年度斑鳩町一般会計、各特別会計、水道事業会計の歳入歳出決算を審査するため、９月9日、13日、
14日の３日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。今回は、その概要をご報告します。

平成27年度決算を審査 平成27年度決算を審査

　委員会では、監査委員から、一般会
計、各特別会計、水道事業会計につい
て、それぞれ関係法令に準拠して調製
され、誤りがないものと認められたこ
と、また、各基金の運用状況について
も計数に誤りなく、適正に運用されて
いると認められたとの報告を受けまし
た。
　委員会では、この報告の後に、決算
の認定のための審査を行いました。

▲出張つどいの広場（法隆寺幼稚園にて）

▲

役
場
１
階
に
設
置
し
て
い
る

　
自
動
交
付
機

No.90❸ ❷

国民健康保険事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特

　別

　会

　計

合　　計

一般会計

企業会計（水道事業）（税込）

歳　　入会計別 歳　　出

90億3,825万円

３6億　794万円

14億3,865万円

２１億5,787万円

３億5,990万円

7億5,826万円

１73億6,087万円

８５億5,549万円

40億3,752万円

14億3,865万円

20億７，１37万円

３億5,960万円

7億1,110万円

171億7，373万円

一般会計決算

歳入
90億3,825万円

85億5,549万円
歳出

町税

農林水産業費
議会費
商工費

消防費

教育費
土木費

民生費

衛生費

総務費

公債費

地方交付税 国・県支出金

繰越金
町債

地方消費税交付金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
その他

(１万円未満四捨五入のため、各会計の合計と合計欄の金額は一致しない場合があります）



平成27年度決算を認定
行
政
出
前
講
座
の
内
容
は
？

問
　
町
の
職
員
が
自
治
会
等
に

出
向
い
て
行
う
行
政
出
前
講
座

を
27
年
度
は
33
回
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
を
実
施
さ
れ
た
の
で
す
か
。

答
　
一
番
多
か
っ
た
の
が
、
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
座
で

14
件
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
高

齢
福
祉
に
つ
い
て
、
防
災
に
つ

い
て
、
福
祉
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
な
ど
の
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
27
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

の
講
座
を
７
件
実
施
し
ま
し
た
。

町
防
犯
灯

適
宜
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

問
　町
管
理
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
ど
れ
ぐ
ら
い
進
ん
で
い
ま
す

か
。

答
　蛍
光
灯
の
器
具
の
交
換
時
期

に
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
お

り
、
現
在
、
町
管
理
の
防
犯
灯
５

１
８
灯
の
う
ち
、
１
２
０
灯
、
約

23
％
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
ま
す
。

ペ
イ
ジ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

効
果

問
　
町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

ペ
イ
ジ
ー
収
納
は
、
町
が
手
数

料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
利
用
を
推
進

す
る
予
定
で
す
か
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー

収
納
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融

機
関
の
営
業
時
間
外
や
休
日
で

も
町
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

納
付
期
限
内
の
納
付
が
増
え
て

お
り
、
町
と
し
て
は
、
導
入
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

用
語
解
説

ペ
イ
ジ
ー

税
金
や
公
共
料
金
な
ど
を
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
の
予
定

問
　
役
場
窓
口
以
外
で
の
印
鑑

証
明
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書

等
発
行
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

今
後
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答
　
役
場
１
階
に
設
置
し
て
い

る
自
動
交
付
機
は
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
現
在

利
用
し
て
い
る
パ
ゴ
ち
ゃ
ん

カ
ー
ド
の
両
方
に
対
応
で
き
る

機
器
の
開
発
予
定
が
な
い
こ
と

か
ら
、
現
在
の
自
動
交
付
機
の

部
品
供
給
の
最
終
期
限
で
あ
る

29
年
６
月
ま
で
使
用
し
た
後
、

撤
去
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
西
公
民
館
、
東
公
民
館
、
生

き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
に
お
け
る

証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス
は
、

機
器
の
リ
ー
ス
期
間
終
了
期
限

で
あ
る
30
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
お
け
る

環
境
問
題
へ
の
取
組
み

問
　
各
自
治
会
に
１
人
ず
つ
環

境
保
全
推
進
委
員
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

答
　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法

投
棄
の
実
態
調
査
、
飼
い
犬
等

の
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
の

調
査
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
別

マ
ナ
ー
の
実
態
調
査
等
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
第
10
期
環
境
保
全
推
進
委
員

の
１
年
目
の
取
り
組
み
の
結
果

は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法

投
棄
の
調
査
は
延
べ
６
６
３
件
、

飼
い
犬
等
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
調

査
は
50
件
、
ご
み
の
出
し
方
・

分
別
マ
ナ
ー
調
査
は
５
０
２
件

な
ど
の
調
査
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

問
　
生
ご
み
分
別
収
集
未
実
施

自
治
会
へ
の
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
す
か
。

答
　
ま
ず
自
治
会
長
さ
ん
や
自

治
会
の
役
員
さ
ん
に
こ
う
い
っ

た
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
の
が
一
番
大
事
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
27
年
度
か
ら
生

ご
み
分
別
収
集
未
実
施
自
治
会

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
45
自
治
会
が
参
加
さ
れ
、
そ

の
う
ち
10
自
治
会
が
、
27
年
度

中
に
生
ご
み
分
別
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
非
常
に
効
果
的
な
説
明

会
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

複
数
の
素
材
か
ら
で
き
た
ご
み

の
分
別
方
法
は
？

問
　
表
が
紙
で
裏
が
ビ
ニ
ー
ル

と
い
う
よ
う
な
複
合
し
た
素
材

の
ご
み
は
、
ど
の
よ
う
に
分
別

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

答
　
容
器
包
装
類
に
は
、
何
の

素
材
で
で
き
た
も
の
か
を
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
紙
マ
ー
ク
や
プ
ラ
マ
ー

ク
な
ど
が
商
品
の
ど
こ
か
に
必

ず
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
表
示
を
見
て
い
た
だ
い
て

分
別
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
素

材
に
紙
が
混

ざ
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
れ
ば
、「
そ

の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」
に

決算認定とは
　町に入ったお金（歳入）や使ったお金（歳
出）の実績（決算）について、議会が住民の
代表として審査、認定するものです。（認定
しない場合もあります。）
　「法に基づき適正に執行されたのか」な
どの審査を行うだけではなく、事業の行政
効果や問題点を指摘し、今後の行財政運
営の改善に役立てるなどの意味があり、議
会の重要な役割のひとつです。

一 

般 

会 

計

　平成27年度斑鳩町一般会計、各特別会計、水道事業会計の歳入歳出決算を審査するため、９月9日、13日、
14日の３日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。今回は、その概要をご報告します。

平成27年度決算を審査 平成27年度決算を審査

　委員会では、監査委員から、一般会
計、各特別会計、水道事業会計につい
て、それぞれ関係法令に準拠して調製
され、誤りがないものと認められたこ
と、また、各基金の運用状況について
も計数に誤りなく、適正に運用されて
いると認められたとの報告を受けまし
た。
　委員会では、この報告の後に、決算
の認定のための審査を行いました。

▲出張つどいの広場（法隆寺幼稚園にて）

▲

役
場
１
階
に
設
置
し
て
い
る

　
自
動
交
付
機
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国民健康保険事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特

　別

　会

　計

合　　計

一般会計

企業会計（水道事業）（税込）

歳　　入会計別 歳　　出

90億3,825万円

３6億　794万円

14億3,865万円

２１億5,787万円

３億5,990万円

7億5,826万円

１73億6,087万円

８５億5,549万円

40億3,752万円

14億3,865万円

20億７，１37万円

３億5,960万円

7億1,110万円

171億7，373万円

一般会計決算

歳入
90億3,825万円

85億5,549万円
歳出

町税

農林水産業費
議会費
商工費

消防費

教育費
土木費

民生費

衛生費

総務費

公債費

地方交付税 国・県支出金

繰越金
町債

地方消費税交付金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
その他

(１万円未満四捨五入のため、各会計の合計と合計欄の金額は一致しない場合があります）



消
防
器
具
の
盗
難
対
策
は
？

問
　
消
防
器
具
（
ホ
ー
ス
筒
先

等
）
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
盗
難
を
防
ぐ
方
法
は
な

い
の
で
す
か
。

答
　
消
防
器
具
の
格
納
箱
に
鍵

を
か
け
て
し
ま
う
と
、
火
災
の

際
に
使
用
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
扉
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
つ
け
た
り
、
す
ぐ

に
切
れ
る
結
束
バ
ン
ド
の
よ
う

な
も
の
を
巻
く
な
ど
の
対
策
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
盗
ま
れ
に
く
い
素
材
の
も

の
に
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
か
。

答
　
よ
く
盗
難
に
あ
う
の
は
真

鍮
製
の
も
の
で
す
の
で
、
更
新

す
る
際
は
ア
ル
ミ
製
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

県
単
位
化
の
影
響
は
？

問
　
国
保
の
赤
字
の
問
題
は
、

町
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
国
や
県
に
対

し
て
も
し
っ
か
り
と
負
担
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答
　
30
年
度
か
ら
、
県
が
国
保

の
運
営
主
体
と
な
り
、
県
単
位

化
を
行
い
ま
す
。

　
市
町
村
は
、
県
に
納
付
金
を

納
め
、
国
か
ら
も
補
助
金
を
受

け
、
給
付
に
必
要
な
費
用
は
県

か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
県
単
位
化
に

向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
県
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問
　
県
単
位
化
に
よ
る
保
険
料

へ
の
影
響
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
制
度
等
の
合
意
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
の
段
階
で
は
申
し

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
課
税
方
式
や
、
激
変
緩
和
措

置
等
を
今
後
議
論
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

井
戸
水
に
対
す
る
下
水
道
料
金

問
　
井
戸
水
を
使
っ
て
い
る
場

合
で
も
下
水
道
料
金
が
か
か
る

と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
計
量
す
る
の
で
す
か
。

答
　
井
戸
に
対
し
て
の
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
メ
ー
タ
ー
と
水
道
の
メ
ー

タ
ー
を
合
算
し
て
下
水
道
料
金

を
算
出
し
ま
す
。

審
査
結
果

満
場
一
致
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
予
防
事
業
の
参
加
者
数
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
？

問
　
介
護
予
防
事
業
の
中
の
栄

養
の
改
善
や
口
腔
機
能
向
上
の

事
業
は
参
加
者
が
少
な
い
よ
う

に
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
参
加

者
数
は
妥
当
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

答
　
介
護
予
防
の
活
動
を
、
い

か
に
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ま
に
取

り
入
れ
て
や
っ
て
い
た
だ
く
か

と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
事
業
を
進
め
る
上
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
参
加
者
が
増
え
る

か
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

審
査
結
果

満
場
一
致
で
認
定

水
道
事
業
会
計

審
査
結
果

満
場
一
致
で
可
決
及
び
認
定

（
坂
口
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
坂 

口     

徹

副 

委 

員 

長
　
　
奥 

村 

容 

子

委
　
　
　
員
　
　
小 

林
　  

誠

　
　
〃
　
　
　
　
小 

村 

尚 

己

　
　
〃
　
　
　
　
伴
　  

吉 

晴

　
　
〃
　
　
　
　
平 

川 

理 

恵

　
　
〃
　
　
　
　
濱 

眞 

理 

子

平成27年度決算を審査 平成27年度決算を審査

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み
収
集

対
象
者
の
拡
大
予
定
は
？

問
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・

障
害
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認

を
か
ね
て
ご
み
を
玄
関
ま
で
回

収
に
行
く
安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
妊

産
婦
や
小
さ
い
子
ど
も
を
お
持

ち
の
方
な
ど
に
対
象
を
広
げ
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
際

に
一
番
心
配
し
た
の
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
歩
か
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点

で
す
。
妊
婦
等
も
あ
る
程
度
歩

い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
、
対
象
を
広
げ
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

い
か
る
が
溜
池
環
境
整
備

31
年
度
に
完
了
予
定

問
　
い
か
る
が
溜
池
環
境
整
備

の
進
展
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

答
　
国
の
補
助
金
の
採
択
を
受

け
、
奈
良
県
が
事
業
主
体
で
実

施
し
て
い
る
事
業
で
、
27
年
度

は
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
、

地
元
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
28
年
度
は
用
地
測
量
業
務
詳

細
設
計
を
行
い
、
29
年
度
か
ら

３
年
か
け
て
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

予
定

問
　
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
を
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
と
法

隆
寺
駅
自
由
通
路
に
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
２
か
所

を
選
ん
だ
の
で
す
か
。

答
　
ど
ち
ら
も
町
の
観
光
案
内

所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２

か
所
を
最
初
に
整
備
し
ま
し
た
。

問
　
今
後
さ
ら
に
整
備
箇
所
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。

答
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
で
は
、
31
年
度
ま
で

に
３
か
所
整
備
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
31
年

度
ま
で
に
も
う
１
か
所
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

外
出
先
や
旅
行
先
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
無
料

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。

ま
ち
な
み
の
修
景
補
助

対
象
範
囲
の
拡
大
を

問
　
建
物
等
の
修
景
整
備
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

答
　
法
隆
寺
周
辺
地
区
は
、
歴

史
的
な
建
物
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
活
様
式
の
変

化
に
伴
い
、
そ
う
い
っ
た
姿
が

失
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
景
観
を
残
す
建
物
を
良

好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
歴
史

的
ま
ち
な
み
に
調
和
す
る
よ
う

な
修
景
を
さ
れ
る
事
業
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　
沿
道
の
ま
ち
な
み
の
連
続
性

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
全

体
の
景
観
が
整
い
、
歴
史
的
建

物
、
景
観
の
保
全
の
意
義
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
感
、
地
域
の
住
民

の
皆
様
の
意
識
の
向
上
に
も
資

す
る
も
の
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
で
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

意
見
　
も
う
少
し
範
囲
が
広
け

れ
ば
、
よ
り
歴
史
と
文
化
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
幅
広
く
、
範
囲
を
広
げ

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
営
協
議

会
負
担
金
の
内
容

問
　
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運

営
協
議
会
運
営
負
担
金
を
支
出

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
。

答
　
災
害
や
事
故
等
発
生
時
に

活
動
す
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
搭
乗
す
る
消
防
職
員
の
人
件

費
に
係
る
費
用
を
、
県
内
各
市

町
村
で
負
担
し
て
い
る
も
の
で

す
。

▲消防防災ヘリコプター「やまと２０００」

▲

い
か
る
が
溜
池

▲

消
防
器
具
の
格
納
箱

▲
法
隆
寺
周
辺
の
ま
ち
な
み

No.90❺ ❹



消
防
器
具
の
盗
難
対
策
は
？

問
　
消
防
器
具
（
ホ
ー
ス
筒
先

等
）
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
盗
難
を
防
ぐ
方
法
は
な

い
の
で
す
か
。

答
　
消
防
器
具
の
格
納
箱
に
鍵

を
か
け
て
し
ま
う
と
、
火
災
の

際
に
使
用
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
扉
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
つ
け
た
り
、
す
ぐ

に
切
れ
る
結
束
バ
ン
ド
の
よ
う

な
も
の
を
巻
く
な
ど
の
対
策
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
盗
ま
れ
に
く
い
素
材
の
も

の
に
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
か
。

答
　
よ
く
盗
難
に
あ
う
の
は
真

鍮
製
の
も
の
で
す
の
で
、
更
新

す
る
際
は
ア
ル
ミ
製
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

県
単
位
化
の
影
響
は
？

問
　
国
保
の
赤
字
の
問
題
は
、

町
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
国
や
県
に
対

し
て
も
し
っ
か
り
と
負
担
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答
　
30
年
度
か
ら
、
県
が
国
保

の
運
営
主
体
と
な
り
、
県
単
位

化
を
行
い
ま
す
。

　
市
町
村
は
、
県
に
納
付
金
を

納
め
、
国
か
ら
も
補
助
金
を
受

け
、
給
付
に
必
要
な
費
用
は
県

か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
県
単
位
化
に

向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
県
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問
　
県
単
位
化
に
よ
る
保
険
料

へ
の
影
響
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
制
度
等
の
合
意
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
の
段
階
で
は
申
し

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
課
税
方
式
や
、
激
変
緩
和
措

置
等
を
今
後
議
論
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

井
戸
水
に
対
す
る
下
水
道
料
金

問
　
井
戸
水
を
使
っ
て
い
る
場

合
で
も
下
水
道
料
金
が
か
か
る

と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
計
量
す
る
の
で
す
か
。

答
　
井
戸
に
対
し
て
の
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
メ
ー
タ
ー
と
水
道
の
メ
ー

タ
ー
を
合
算
し
て
下
水
道
料
金

を
算
出
し
ま
す
。

審
査
結
果

満
場
一
致
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
予
防
事
業
の
参
加
者
数
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
？

問
　
介
護
予
防
事
業
の
中
の
栄

養
の
改
善
や
口
腔
機
能
向
上
の

事
業
は
参
加
者
が
少
な
い
よ
う

に
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
参
加

者
数
は
妥
当
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

答
　
介
護
予
防
の
活
動
を
、
い

か
に
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ま
に
取

り
入
れ
て
や
っ
て
い
た
だ
く
か

と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
事
業
を
進
め
る
上
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
参
加
者
が
増
え
る

か
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

審
査
結
果

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

審
査
結
果

満
場
一
致
で
認
定

水
道
事
業
会
計

審
査
結
果

満
場
一
致
で
可
決
及
び
認
定

（
坂
口
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
坂 

口     

徹

副 

委 

員 

長
　
　
奥 

村 

容 

子

委
　
　
　
員
　
　
小 

林
　  

誠

　
　
〃
　
　
　
　
小 

村 

尚 

己

　
　
〃
　
　
　
　
伴
　  

吉 

晴

　
　
〃
　
　
　
　
平 

川 

理 

恵

　
　
〃
　
　
　
　
濱 

眞 

理 

子

平成27年度決算を審査 平成27年度決算を審査

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み
収
集

対
象
者
の
拡
大
予
定
は
？

問
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・

障
害
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認

を
か
ね
て
ご
み
を
玄
関
ま
で
回

収
に
行
く
安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
妊

産
婦
や
小
さ
い
子
ど
も
を
お
持

ち
の
方
な
ど
に
対
象
を
広
げ
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
際

に
一
番
心
配
し
た
の
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
歩
か
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点

で
す
。
妊
婦
等
も
あ
る
程
度
歩

い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
、
対
象
を
広
げ
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

い
か
る
が
溜
池
環
境
整
備

31
年
度
に
完
了
予
定

問
　
い
か
る
が
溜
池
環
境
整
備

の
進
展
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

答
　
国
の
補
助
金
の
採
択
を
受

け
、
奈
良
県
が
事
業
主
体
で
実

施
し
て
い
る
事
業
で
、
27
年
度

は
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
、

地
元
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
28
年
度
は
用
地
測
量
業
務
詳

細
設
計
を
行
い
、
29
年
度
か
ら

３
年
か
け
て
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

予
定

問
　
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
を
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
と
法

隆
寺
駅
自
由
通
路
に
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
２
か
所

を
選
ん
だ
の
で
す
か
。

答
　
ど
ち
ら
も
町
の
観
光
案
内

所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２

か
所
を
最
初
に
整
備
し
ま
し
た
。

問
　
今
後
さ
ら
に
整
備
箇
所
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。

答
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
で
は
、
31
年
度
ま
で

に
３
か
所
整
備
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
31
年

度
ま
で
に
も
う
１
か
所
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

外
出
先
や
旅
行
先
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
無
料

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。

ま
ち
な
み
の
修
景
補
助

対
象
範
囲
の
拡
大
を

問
　
建
物
等
の
修
景
整
備
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

答
　
法
隆
寺
周
辺
地
区
は
、
歴

史
的
な
建
物
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
活
様
式
の
変

化
に
伴
い
、
そ
う
い
っ
た
姿
が

失
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
景
観
を
残
す
建
物
を
良

好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
歴
史

的
ま
ち
な
み
に
調
和
す
る
よ
う

な
修
景
を
さ
れ
る
事
業
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　
沿
道
の
ま
ち
な
み
の
連
続
性

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
全

体
の
景
観
が
整
い
、
歴
史
的
建

物
、
景
観
の
保
全
の
意
義
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
感
、
地
域
の
住
民

の
皆
様
の
意
識
の
向
上
に
も
資

す
る
も
の
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
で
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

意
見
　
も
う
少
し
範
囲
が
広
け

れ
ば
、
よ
り
歴
史
と
文
化
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
幅
広
く
、
範
囲
を
広
げ

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
営
協
議

会
負
担
金
の
内
容

問
　
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運

営
協
議
会
運
営
負
担
金
を
支
出

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
。

答
　
災
害
や
事
故
等
発
生
時
に

活
動
す
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
搭
乗
す
る
消
防
職
員
の
人
件

費
に
係
る
費
用
を
、
県
内
各
市

町
村
で
負
担
し
て
い
る
も
の
で

す
。

▲消防防災ヘリコプター「やまと２０００」

▲

い
か
る
が
溜
池

▲

消
防
器
具
の
格
納
箱

▲

法
隆
寺
周
辺
の
ま
ち
な
み
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No.90❼ ❻

　平成２８年第３回定例会が、９月１日から２６日までの２６
日間の会期で開かれ、平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算
（第３号）についてなど１６議案を可決・承認・認定、人事案件
１０件について答申･同意し、報告案件３件について報告を受
けました。
　最終日には、意見書１件を発議しました。
　それぞれの結果は、下記のとおりです。

9月定例会では9月定例会では

案　件 結　果

条例

予算

決算

その他

報告

意見書

人事

契約

町長専決処分について承認を求めることについて
（斑鳩町ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例について）

平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について

平成２８年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２８年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２７年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２７年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

平成２８年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２８年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

西和衛生試験センター組合の解散に関する協議について

西和衛生試験センター組合の解散に伴う財産処分に関する協議について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１）、（その２）

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて（その１）、（その２）

斑鳩町公文書開示審査会委員の委嘱について同意を求めることについて（その１）～（その５）

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について）

平成２７年度斑鳩町一般会計継続費精算報告書の報告について

同一労働同一賃金原則の確立を求める意見書について

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で可決

満場一致で承認

報 告

賛成多数で認定

賛成少数で否決

満場一致で可決

賛成多数で認定

満場一致で認定

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局( ☎７４－１００１　内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます

2～5ページに
決算審査の概要

16ページに
賛否の討論

17ページに
賛否の討論

上田昌功氏、松
原眞由美氏を
推薦することに
ついて、適任と
答申

？用語解説？
継続費
事業を執行するのに数年
度かかるものについて、そ
の経費の総額と年割額を
定めて数年度にわたって
支出する経費

？用語解説？
専決処分
議会が議決すべき事件に
ついて、議会を召集する
暇がない等、法律で定め
られた事由に該当する場
合や、議会の議決によっ
て委任された場合に、町
長が議会に代わって当該
事件を処分すること。

高塚好弘氏、冨
井祐子氏を任命
することに同意

郡山尚氏を選任
することに同意

17ページに
賛否の討論

満場一致で可決満場一致で可決

満場一致で同意満場一致で同意

適任と答申適任と答申

議
員
　
子
育
て
ア
プ
リ
に
つ
い
て

６
４
８
万
円
の
当
初
予
算
が
つ
い

て
い
ま
す
。ア
プ
リ
を
作
る
目
的

を
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　
最
新
の
情
報
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
提
供
で
き
、

短
時
間
で
取
得
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
は
子
育
て
し
や
す
い
町
「
斑

鳩
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

的
に
導
入
す
る
も
の
で
す
。

議
員
　
子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
し

て
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し
て
も
ら

わ
な
い
と
意
味
が
な
い
と
思
い
ま

す
。子
育
て
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
目
標
と
す
る

数
値
を
お
伺
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
平
成
26
年
度
合

計
特
殊
出
生
率
を
も
と
に
推
計
す

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持
者

の
推
計
値
７
２
２
人
の
８
割
、
件

数
に
し
て
５
８
０
件
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
費
用
対
効
果
で
価
値
の
あ

る
も
の
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ア
プ
リ

の
周
知
方
法

を
含
め
、
一
過

性
の
も
の
で

な
く
継
続
し

て
使
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。そ
の
思
い
で
、
以
前
、

斑
鳩
町
で
行
っ
た
ア
プ
リ
事
業
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。平
成
25

年
に
約
２
０
０
０
万
円
か
け
て
ア

プ
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ア

プ
リ
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
に
使
わ

れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る

の
か
、
観
光
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
を
お

伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長
　「
斑
鳩
町
観
光
・
防

災
ナ
ビ
」
に
つ
い
て
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
、
平
成
28
年
８
月
20

日
現
在
で
は
２
９
９
４
件
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

議
員
　
確
認
の
た
め
に
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
が
、こ
の
数
字
、町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す

か
。

総
務
部
長
　
決
し
て
多
い
数
字
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
今
ま
で
の
答
弁
を
聞
い
て

い
る
と
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
こ
の

ア
プ
リ
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。約
２
０
０
０
万
円
の
お
金
を

か
け
て
こ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
で

は
、
ア
プ
リ
で
得
ら
れ
る
効
果
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。子
育
て

ア
プ
リ
は
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い

よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
地
域
雇
用
創
出
に
つ
い
て

　本定例会での一般質問は、９月６日・7日の両日、8人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で、延べ9人の方が傍聴に来られました。　　

子
育
て
ア
プ
リ・観
光
ア
プ
リ

に
つ
い
て

小 村 尚 己  議員

▲斑鳩町の子育て施策の
　ホームページ

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、斑鳩町議
会をクリックしてください。No.52（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと平成23年5月以降の会議録が閲覧できます。

浅野恭世氏、葛本
博美氏、中　達也
氏、廣野隆信氏、
吉岡祥充氏に委
嘱することに同意

一 般 質 問



No.90❼ ❻

　平成２８年第３回定例会が、９月１日から２６日までの２６
日間の会期で開かれ、平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算
（第３号）についてなど１６議案を可決・承認・認定、人事案件
１０件について答申･同意し、報告案件３件について報告を受
けました。
　最終日には、意見書１件を発議しました。
　それぞれの結果は、下記のとおりです。

9月定例会では9月定例会では

案　件 結　果

条例

予算

決算

その他

報告

意見書

人事

契約

町長専決処分について承認を求めることについて
（斑鳩町ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例について）

平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について

平成２８年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２８年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２７年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２７年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

平成２８年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２８年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

西和衛生試験センター組合の解散に関する協議について

西和衛生試験センター組合の解散に伴う財産処分に関する協議について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１）、（その２）

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて（その１）、（その２）

斑鳩町公文書開示審査会委員の委嘱について同意を求めることについて（その１）～（その５）

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２８年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について）

平成２７年度斑鳩町一般会計継続費精算報告書の報告について

同一労働同一賃金原則の確立を求める意見書について

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で可決

満場一致で承認

報 告

賛成多数で認定

賛成少数で否決

満場一致で可決

賛成多数で認定

満場一致で認定

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局( ☎７４－１００１　内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます

2～5ページに
決算審査の概要

16ページに
賛否の討論

17ページに
賛否の討論

上田昌功氏、松
原眞由美氏を
推薦することに
ついて、適任と
答申

？用語解説？
継続費
事業を執行するのに数年
度かかるものについて、そ
の経費の総額と年割額を
定めて数年度にわたって
支出する経費

？用語解説？
専決処分
議会が議決すべき事件に
ついて、議会を召集する
暇がない等、法律で定め
られた事由に該当する場
合や、議会の議決によっ
て委任された場合に、町
長が議会に代わって当該
事件を処分すること。

高塚好弘氏、冨
井祐子氏を任命
することに同意

郡山尚氏を選任
することに同意

17ページに
賛否の討論

満場一致で可決満場一致で可決

満場一致で同意満場一致で同意

適任と答申適任と答申

議
員
　
子
育
て
ア
プ
リ
に
つ
い
て

６
４
８
万
円
の
当
初
予
算
が
つ
い

て
い
ま
す
。ア
プ
リ
を
作
る
目
的

を
お
伺
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　
最
新
の
情
報
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
提
供
で
き
、

短
時
間
で
取
得
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
は
子
育
て
し
や
す
い
町
「
斑

鳩
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

的
に
導
入
す
る
も
の
で
す
。

議
員
　
子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
し

て
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し
て
も
ら

わ
な
い
と
意
味
が
な
い
と
思
い
ま

す
。子
育
て
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
目
標
と
す
る

数
値
を
お
伺
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
平
成
26
年
度
合

計
特
殊
出
生
率
を
も
と
に
推
計
す

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持
者

の
推
計
値
７
２
２
人
の
８
割
、
件

数
に
し
て
５
８
０
件
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
費
用
対
効
果
で
価
値
の
あ

る
も
の
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ア
プ
リ

の
周
知
方
法

を
含
め
、
一
過

性
の
も
の
で

な
く
継
続
し

て
使
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。そ
の
思
い
で
、
以
前
、

斑
鳩
町
で
行
っ
た
ア
プ
リ
事
業
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。平
成
25

年
に
約
２
０
０
０
万
円
か
け
て
ア

プ
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ア

プ
リ
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
に
使
わ

れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る

の
か
、
観
光
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
を
お

伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長
　「
斑
鳩
町
観
光
・
防

災
ナ
ビ
」
に
つ
い
て
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
、
平
成
28
年
８
月
20

日
現
在
で
は
２
９
９
４
件
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
と
な
って
い
ま
す
。

議
員
　
確
認
の
た
め
に
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
が
、こ
の
数
字
、町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す

か
。

総
務
部
長
　
決
し
て
多
い
数
字
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
今
ま
で
の
答
弁
を
聞
い
て

い
る
と
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
こ
の

ア
プ
リ
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。約
２
０
０
０
万
円
の
お
金
を

か
け
て
こ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
で

は
、
ア
プ
リ
で
得
ら
れ
る
効
果
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。子
育
て

ア
プ
リ
は
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い

よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
地
域
雇
用
創
出
に
つ
い
て

　本定例会での一般質問は、９月６日・7日の両日、8人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で、延べ9人の方が傍聴に来られました。　　

子
育
て
ア
プ
リ・観
光
ア
プ
リ

に
つ
い
て

小 村 尚 己  議員

▲斑鳩町の子育て施策の
　ホームページ

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、斑鳩町議
会をクリックしてください。No.52（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと平成23年5月以降の会議録が閲覧できます。

浅野恭世氏、葛本
博美氏、中　達也
氏、廣野隆信氏、
吉岡祥充氏に委
嘱することに同意

一 般 質 問



議
員
　
富
雄
川
・
三
代
川
改
修
予

定
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
今
年
度
、
西
安

堵
井
堰
下
流
左
岸
の
護
岸
工
事
と

高
安
西
付
近
の
河
積
拡
大
暫
定
工

事
と
し
て
堤
防
掘
削
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。阿
波
井
堰
は
、今
年

度
予
備
設
計
を
作
成
し
、
地
元
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
代
川
改
修
事
業
は
、Ｊ
Ｒ
踏

切
南
側
に
お
い
て
、沿
線
地
権
者
・

Ｊ
Ｒ
・
奈
良
県
の
所
有
地
な
ど
も

含
め
、
公
図
と
土
地
の
不
整
合
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
整
理
を
進

め
て
今
年
６
月
に
完
了
し
、
現
在

は
地
籍
測
量
図
の
作
成
を
行
い
な

が
ら
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
ま

す
。

議
員
　
竜
田
大
橋
東
詰
の
電
柱
移

設
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
ご
質
問
の
箇
所

に
つ
い
て
は
、
国
道
25
号
歩
道
整

備
と
し
て
事
業
用
地
を
確
保
さ
れ

て
お
り
、現
在
、国
が
歩
道
整
備
工

事
の
発
注
手
続
き
を
進
め
、
今
年

度
中
に
完
成
予
定
、併
せ
て
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
電
柱
移
設
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

議
員
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
予
定
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

都
市
建
設
部
長
　
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
は
、
現
在
、
三
室
・
紅

葉
ヶ
丘
区
間
の
道
路
詳
細
設
計
・

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
及
び
道
路
整
備

予
定
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。工
事
着

手
か
ら
完
成
ま
で
２
〜
３
年
の
工

期
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。都
市

計
画
道
路
法
隆
寺
線
（
中
央
公
民

館
東
側
道
路
）は
、施
工
及
び
供
用

に
向
け
て
、
国
・
警
察
等
の
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

議
員
　
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ

れ
て
か
ら
事
業
の
実
施
で
相
当
な

期
間
が
あ
り
、
一
般
の
地
権
者
の

方
に
は
、
事
業
の
状
況
が
分
か
り

づ
ら
く
、
実
施
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
奈
良
県
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
想
の
一
部
と
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
化
す

る
に
は
、
地
元
住
民
や
地
方
自
治

体
の
要
望
を
受
け
た
事
業
主
体
の

意
思
決
定
、
予
算
化
が
あ
っ
て
初

め
て
着
手
で
き
ま
す
。町
と
し
て

は
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
か
ら
必
要
で
あ
り
、

一
方
で
、人
口
減
少
、将
来
交
通
量

推
計
等
、
社
会
情
勢
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
計
画
変
更
等
の
必

要
性
を
不
断
に
検
討
し
続
け
る
必

要
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
就
学
援
助
金
制
度
の
申
請

方
法
は
、現
在
、各
家
庭
か
ら
子
ど

も
の
手
を
通
じ
て
学
校
に
提
出
す

る
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の

際
に
、
他
の
子
ど
も
た
ち
に
申
請

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

や
、ま
た
、自
分
の
家
庭
が
就
学
援

助
金
制
度
の
申
請
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
子
ど
も

に
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す

る
懸
念
を
お
持
ち
の
保
護
者
か

ら
、
申
請
方
法
の
改
善
を
求
め
る

声
が
あ
り
ま
す
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員

会
に
直
接
郵
送
す
る
と
い
う
方
法

や
、
全
て
の
保
護
者
に
対
し
申
請

す
る
・
し
な
い
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
全
員
に
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
と
い
っ
た
方
法
を

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
斑

鳩
町
で
も
、
保
護
者
の
懸
念
に
配

慮
し
た
方
法
に
改
善
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
各
学
校
で
は
、
申
請
書

を
受
け
渡
し
す
る
際
に
、
就
学
援

助
の
申
請
や
受
給
の
有
無
等
が
他

の
児
童
生
徒
に
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
封
筒
に
封
入
し
、
配
慮
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後
、現
在

の
運
用
も
含
め
、
適
切
な
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
次
に
、
就
学
援
助
金
の
支

給
時
期
に
つ
い
て
で
す
が
、現
在
、

毎
学
期
ご
と
に
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
入
学
準
備
金
な
ど
は
入
学

前
の
３
月
頃
に
は
支
給
し
て
ほ
し

い
と
い
う
保
護
者
の
声
が
あ
り
、

改
善
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
入
学
前
に
支
給
を
行
お

う
と
す
る
と
、一
旦
、暫
定
的
に
就

学
援
助
の
決
定
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、所
得
要
件
に
該

当
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
町
立
の

小
中
学
校
に
入
学
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
支
給
し
た
援
助
金
を
返

還
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、現
在
、実
施

し
て
い
る
支
給
方
法
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
他
の
自
治
体
で
は
、
入
学

準
備
金
を
３
月
に
支
給
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、斑
鳩

町
で
も
検
討
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
障
が
い
者
の
投
票
行
動
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て

※
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い

て
※
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

議
員
　「
ネ
ウ
ボ
ラ
」に
つ
い
て
の

町
の
認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　「
ネ
ウ
ボ
ラ
」と

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治

体
が
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
健
康
診
断

や
保
健
指
導
、
子
育
て
に
係
る
相

談
全
般
や
必
要
に
応
じ
て
他
の
支

援
機
関
と
の
連
携
調
整
を
行
う
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
で
、
日
本
で
は

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
、
任
意
予
防
接
種
の

採
用
、
児
童
虐
待
防
止
等
の
補
助

員
の
設
置
な
ど
、
乳
幼
児
に
対
す

る
保
健
・
福
祉
施
策
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
運
用
開

始
を
目
指
し
、「
子
育
て
応
援
ア
プ

リ
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。情
報
提
供
・
相
談

支
援
の
有
機
的
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
妊
娠
か
ら

子
育
て
ま
で
の
、
切
れ
目
な
い
支

援
を
行
う
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
社
会
全
体
で
出
産
前
後
の

母
親
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

町
内
の
国・県
事
業
予
定

宮 﨑 和 彦　議員

妊娠期から子育て期までの切れ目
　　ない支援「ネウボラ」について

奥 村 容 子　議員
議
会
の
日
程

　
開
会
時
間
は
、
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

　
日
程
・
時
間
は
、一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
☎
７
４
‐
１
０
０
１  

内
線
３
０
２

12
月
議
会
の
予
定

閉
会
中
の
委
員
会一

般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

6
日（
火
）

7
日（
水
）

8
日（
木
）

9
日（
金
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

19
日（
月
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

21
日（
月
）

24
日（
木
）

11
月

12
月

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

1
日（
木
）本
会
議
初
日

　
　
　
　（委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

就
学
援
助
金
制
度
の
改
善
を

木 澤 正 男  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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議
員
　
富
雄
川
・
三
代
川
改
修
予

定
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
今
年
度
、
西
安

堵
井
堰
下
流
左
岸
の
護
岸
工
事
と

高
安
西
付
近
の
河
積
拡
大
暫
定
工

事
と
し
て
堤
防
掘
削
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。阿
波
井
堰
は
、今
年

度
予
備
設
計
を
作
成
し
、
地
元
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
代
川
改
修
事
業
は
、Ｊ
Ｒ
踏

切
南
側
に
お
い
て
、沿
線
地
権
者
・

Ｊ
Ｒ
・
奈
良
県
の
所
有
地
な
ど
も

含
め
、
公
図
と
土
地
の
不
整
合
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
整
理
を
進

め
て
今
年
６
月
に
完
了
し
、
現
在

は
地
籍
測
量
図
の
作
成
を
行
い
な

が
ら
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
ま

す
。

議
員
　
竜
田
大
橋
東
詰
の
電
柱
移

設
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
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所
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整
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さ
れ

て
お
り
、現
在
、国
が
歩
道
整
備
工

事
の
発
注
手
続
き
を
進
め
、
今
年

度
中
に
完
成
予
定
、併
せ
て
、Ｎ
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。
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パ
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葉
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ボ
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リ
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及
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路
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す
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手
か
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２
〜
３
年
の
工
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ま
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ま
す
。都
市

計
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道
路
法
隆
寺
線
（
中
央
公
民

館
東
側
道
路
）は
、施
工
及
び
供
用

に
向
け
て
、
国
・
警
察
等
の
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
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い
き
ま

す
。

議
員
　
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ

れ
て
か
ら
事
業
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実
施
で
相
当
な

期
間
が
あ
り
、
一
般
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権
者
の

方
に
は
、
事
業
の
状
況
が
分
か
り

づ
ら
く
、
実
施
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

は
ど
の
よ
う
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っ
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い
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の
か
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ま
す
。
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受
け
た
事
業
主
体
の

意
思
決
定
、
予
算
化
が
あ
っ
て
初

め
て
着
手
で
き
ま
す
。町
と
し
て

は
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
か
ら
必
要
で
あ
り
、

一
方
で
、人
口
減
少
、将
来
交
通
量

推
計
等
、
社
会
情
勢
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
計
画
変
更
等
の
必

要
性
を
不
断
に
検
討
し
続
け
る
必

要
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
就
学
援
助
金
制
度
の
申
請

方
法
は
、現
在
、各
家
庭
か
ら
子
ど

も
の
手
を
通
じ
て
学
校
に
提
出
す

る
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の

際
に
、
他
の
子
ど
も
た
ち
に
申
請

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
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懸
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場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
☎
７
４
‐
１
０
０
１  

内
線
３
０
２

12
月
議
会
の
予
定

閉
会
中
の
委
員
会一

般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

6
日（
火
）

7
日（
水
）

8
日（
木
）

9
日（
金
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

19
日（
月
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

21
日（
月
）

24
日（
木
）

11
月

12
月

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

1
日（
木
）本
会
議
初
日

　
　
　
　（委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

就
学
援
助
金
制
度
の
改
善
を

木 澤 正 男  議員
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に
よ
り
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、斑
鳩
町
版
の

「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
大
き
く
進
む
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
運
用

に
つ
い
て

議
員
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直

後
に
兵
庫
県
西
宮
市
で
開
発
さ
れ

た
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、デ
ー

タ
を
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
、

確
認
･
照
合
の
手
間
が
は
ぶ
け
ス

ム
ー
ズ
な
発
行
業
務
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。町
と
し
て
の
認

識
、今
後
の
運
用
と
方
向
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、過
去
の
災
害
時
に
大
幅
に
事

務
作
業
が
短
縮
さ
れ
た
と
の
報
告

も
あ
り
、被
災
者
支
援
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
認
識
し
、斑
鳩
町
で
も

平
成
23
年
３
月
に
導
入
を
行
い
ま

し
た
。本
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用

や
庁
内
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、シ

ス
テ
ム
操
作
の
知
識
向
上
が
必
要

で
す
。被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
全
国

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
等

に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、操
作
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
登
録

後
、
現
在
ま
で
認
証
を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
運
用
に
よ
る

過
去
５
年
間
の
費
用
対
効
果
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
過
去
５
年

間
を
み
ま
し
て
も
、
約
２
０
０
０

万
円
の
経
費
削
減
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
登
録
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、毎
年
、外
部
審
査
を
受
審

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
外
部

審
査
に
要
し
ま
す
費
用
は
約
２
２

０
万
円
と
な
り
、
そ
の
費
用
を
差

し
引
き
ま
し
て
も
、
大
き
な
費
用

対
効
果
が
あ
る
状
況
で
す
。

議
員
　
様
々
な
効
果
を
あ
げ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
見
え

な
い
部
分
で
費
用
対
効
果
以
上
の

労
力
が
費
や
さ
れ
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
を
伺
い

ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
外
部
審
査
を
受

け
ま
す
の
で
、書
類
の
作
成
、記
録

の
管
理
な
ど
時
期
に
よ
り
ま
し
て

は
繁
忙
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
行
政
運
営
し
て
い
く
上
で
の

不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
必
要

以
上
の
労
力
を
費
や
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
当
町
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
か
ら
外
れ
て
い
る
部
署
も
あ

り
、
そ
の
部
署
が
自
主
運
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
を
一

つ
の
機
会
と
し
て
当
町
全
て
を
自

主
運
用
し
、
今
ま
で
の
実
績
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
活

用
し
て
は
と
考
え
ま
す
が
、
全
国

や
県
内
の
自
治
体
の
認
証
の
状
況

も
含
め
、
町
の
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

生
活
環
境
部
長
　
全
国
で
は
、

ピ
ー
ク
時
に
は
５
０
０
を
超
え
て

い
た
自
治
体
関
係
の
登
録
数
が
、

年
々
減
少
し
、
現
在
で
は
18
自
治

体
の
登
録
と
な
っ
て
お
り
、
奈
良

県
で
は
天
理
市
、
野
迫
川
村
が
辞

退
さ
れ
、
当
町
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
引
き

続
き
、
登
録
審
査
を
受
審
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

議
員
　
行
政
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
本
当
に
あ
る
の
か
、
多
く
の

行
政
機
関
が
何
故
、
自
主
運
用
に

変
更
し
て
い
る
の
か
を
、
も
う
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
判
断
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

議
員
　
災
害
の
発
生
に
備
え
、
町

で
は
食
糧
に
関
し
て
ど
の
程
度
備

蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長
　
現
在
、
ア
ル
フ
ァ
ー

米
が
２
万
２
２
５
０
食
、ビ
ス
ケ
ッ

ト
が
１
万
１
５
８
０
食
の
備
蓄
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
食
糧
に
つ
い
て
、
賞

味
期
限
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、更

新
や
活
用
に
つ
い
て
、町
の
考
え
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
一
般
的
に
賞
味
期
限

は
５
年
と
な
っ
て
お
り
、一
斉
に
賞

味
期
限
が
到
来
し
な
い
よ
う
、年
度

ご
と
に
分
散
し
て
購
入
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
賞
味
期
限
の
到
来
間
近

な
食
糧
は
、広
報
紙
で
自
治
会
等
で

防
災
訓
練
を
行
う
と
き
に
無
償
提

供
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、

昨
年
度
は
、３
１
８
０
食
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
員
　
実
際
に
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米

の
炊
き
出
し
訓
練
を
行
う
こ
と
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。私
ど
も
の
自
治
会
で
も
、

こ
の
訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、初
め

て
の
体
験
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、経

験
者
の
助
言
で
助
か
り
ま
し
た
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
職
員
に
、
実

際
に
作
り
方
や
配
分
量
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
の
人
に
配
れ
る
の
か
な

ど
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
に

対
し
て
、よ
り
適
切
な
使
用
方
法
な

ど
の
説
明
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、こ
う
し
た
研
修
等
の
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
き
、職
員
の
防
災
力

向
上
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

議
員
　
学
校
施
設
の
照
明
設
備
に

つ
い
て
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
、町
単
独
で
実
施
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
国
か
ら
の
補
助
事
業
が

縮
小
さ
れ
、校
舎
等
の
耐
震
化
工
事

が
優
先
し
て
補
助
採
択
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
町
と
し
て
は
、
児
童
生

徒
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
、渡
り
廊
下
等

の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。多
額
の
財
政
負
担
を
必

要
と
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
い
て
は
、国
か
ら
の
補
助
金
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員
　
国
の
補
助
が
付
い
た
な
ら
、

速
や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
介
護
保
険
納
税
者
・
認
定

者
（
介
護
度
別
）
の
現
況
は
い
か
が

で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　（
別
表
の
と
お

り
回
答
）

議
員
　
要
支
援
の
方
の
う
ち
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
何

人
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
４
４
２
人
中
２

２
９
人
で
す
。

議
員
　
来
年
４
月
か
ら
実
施
（
要

支
援
１
・
２
の
総
合
事
業
へ
の
移

行
）に
向
け
て
の
、
広
域
７
町
協
議

の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
広
域
７
町
は

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
営
業
範
囲
が

重
複
し
て
い
る
の
で
、
統
一
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
や
報
酬
単
価
等

の
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
は
、現
行
ど
お

り
移
行
し
、訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）

に
お
い
て
、
生
活
支
援
（
買
い
物
・

掃
除
等
）
を
緩
和
サ
ー
ビ
ス
（
無
資

格
者
で
も
可
）で
の
提
供
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員
　
新
規
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
デ

イ
・
ヘル
パ
ー
の
み
の
希
望
）
の
方
を

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
（
介
護
認
定
に
比
べ

簡
易
）で
判
定
し
、
総
合
事
業
に
振

り
分
け
る
の
で
は
な
く
、必
ず
介
護

認
定
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。介
護
保
険
制
度
の
理
解
が
不

十
分
な
方
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は

い
か
が
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
総
合
事
業
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
て
も
、必
要

時
に
は
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
ま

す
。受
付
時
に
は
丁
寧
に
説
明
し
て

お
り
、安
易
な
振
り
分
け
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

議
員
　
利
用
者
の
変
化
等
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
た
め
に
も
、無
資
格

者
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
規
制
し
、

利
用
の
抑
制
を
行
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
求

め
ま
す
。 アルファー米の活用について

坂 口　 徹　議員

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
つ
い
て

伴　 吉 晴　議員

介
護
保
険
総
合
事
業
実
施
で

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
な
い
よ
う
に

濱　眞理子　議員

40～ 64歳
65～ 74歳
75歳以上
計

40～64歳
65～ 74歳
75歳以上

9,019
4,405
3,889
17,313

介護保険被保険者数

要支援･要介護認定者数
要支援1･2　 

5
57
385

要介護1～5  
24
109
882

▲備蓄食のアルファー米
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に
よ
り
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、斑
鳩
町
版
の

「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
大
き
く
進
む
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
運
用

に
つ
い
て

議
員
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直

後
に
兵
庫
県
西
宮
市
で
開
発
さ
れ

た
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、デ
ー

タ
を
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
、

確
認
･
照
合
の
手
間
が
は
ぶ
け
ス

ム
ー
ズ
な
発
行
業
務
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。町
と
し
て
の
認

識
、今
後
の
運
用
と
方
向
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、過
去
の
災
害
時
に
大
幅
に
事

務
作
業
が
短
縮
さ
れ
た
と
の
報
告

も
あ
り
、被
災
者
支
援
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
認
識
し
、斑
鳩
町
で
も

平
成
23
年
３
月
に
導
入
を
行
い
ま

し
た
。本
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用

や
庁
内
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、シ

ス
テ
ム
操
作
の
知
識
向
上
が
必
要

で
す
。被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
全
国

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
等

に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、操
作
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
登
録

後
、
現
在
ま
で
認
証
を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
運
用
に
よ
る

過
去
５
年
間
の
費
用
対
効
果
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
過
去
５
年

間
を
み
ま
し
て
も
、
約
２
０
０
０

万
円
の
経
費
削
減
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
登
録
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、毎
年
、外
部
審
査
を
受
審

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
外
部

審
査
に
要
し
ま
す
費
用
は
約
２
２

０
万
円
と
な
り
、
そ
の
費
用
を
差

し
引
き
ま
し
て
も
、
大
き
な
費
用

対
効
果
が
あ
る
状
況
で
す
。

議
員
　
様
々
な
効
果
を
あ
げ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
見
え

な
い
部
分
で
費
用
対
効
果
以
上
の

労
力
が
費
や
さ
れ
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
を
伺
い

ま
す
。

生
活
環
境
部
長
　
外
部
審
査
を
受

け
ま
す
の
で
、書
類
の
作
成
、記
録

の
管
理
な
ど
時
期
に
よ
り
ま
し
て

は
繁
忙
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
行
政
運
営
し
て
い
く
上
で
の

不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
必
要

以
上
の
労
力
を
費
や
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
当
町
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
か
ら
外
れ
て
い
る
部
署
も
あ

り
、
そ
の
部
署
が
自
主
運
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
を
一

つ
の
機
会
と
し
て
当
町
全
て
を
自

主
運
用
し
、
今
ま
で
の
実
績
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
活

用
し
て
は
と
考
え
ま
す
が
、
全
国

や
県
内
の
自
治
体
の
認
証
の
状
況

も
含
め
、
町
の
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

生
活
環
境
部
長
　
全
国
で
は
、

ピ
ー
ク
時
に
は
５
０
０
を
超
え
て

い
た
自
治
体
関
係
の
登
録
数
が
、

年
々
減
少
し
、
現
在
で
は
18
自
治

体
の
登
録
と
な
っ
て
お
り
、
奈
良

県
で
は
天
理
市
、
野
迫
川
村
が
辞

退
さ
れ
、
当
町
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
引
き

続
き
、
登
録
審
査
を
受
審
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

議
員
　
行
政
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
本
当
に
あ
る
の
か
、
多
く
の

行
政
機
関
が
何
故
、
自
主
運
用
に

変
更
し
て
い
る
の
か
を
、
も
う
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
判
断
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

議
員
　
災
害
の
発
生
に
備
え
、
町

で
は
食
糧
に
関
し
て
ど
の
程
度
備

蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長
　
現
在
、
ア
ル
フ
ァ
ー

米
が
２
万
２
２
５
０
食
、ビ
ス
ケ
ッ

ト
が
１
万
１
５
８
０
食
の
備
蓄
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
食
糧
に
つ
い
て
、
賞

味
期
限
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、更

新
や
活
用
に
つ
い
て
、町
の
考
え
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
一
般
的
に
賞
味
期
限

は
５
年
と
な
っ
て
お
り
、一
斉
に
賞

味
期
限
が
到
来
し
な
い
よ
う
、年
度

ご
と
に
分
散
し
て
購
入
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
賞
味
期
限
の
到
来
間
近

な
食
糧
は
、広
報
紙
で
自
治
会
等
で

防
災
訓
練
を
行
う
と
き
に
無
償
提

供
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、

昨
年
度
は
、３
１
８
０
食
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
員
　
実
際
に
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米

の
炊
き
出
し
訓
練
を
行
う
こ
と
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。私
ど
も
の
自
治
会
で
も
、

こ
の
訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、初
め

て
の
体
験
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、経

験
者
の
助
言
で
助
か
り
ま
し
た
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
職
員
に
、
実

際
に
作
り
方
や
配
分
量
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
の
人
に
配
れ
る
の
か
な

ど
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
に

対
し
て
、よ
り
適
切
な
使
用
方
法
な

ど
の
説
明
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、こ
う
し
た
研
修
等
の
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
き
、職
員
の
防
災
力

向
上
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

議
員
　
学
校
施
設
の
照
明
設
備
に

つ
い
て
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
、町
単
独
で
実
施
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
国
か
ら
の
補
助
事
業
が

縮
小
さ
れ
、校
舎
等
の
耐
震
化
工
事

が
優
先
し
て
補
助
採
択
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
町
と
し
て
は
、
児
童
生

徒
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
、渡
り
廊
下
等

の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。多
額
の
財
政
負
担
を
必

要
と
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
い
て
は
、国
か
ら
の
補
助
金
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員
　
国
の
補
助
が
付
い
た
な
ら
、

速
や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
介
護
保
険
納
税
者
・
認
定

者
（
介
護
度
別
）
の
現
況
は
い
か
が

で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　（
別
表
の
と
お

り
回
答
）

議
員
　
要
支
援
の
方
の
う
ち
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
何

人
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
４
４
２
人
中
２

２
９
人
で
す
。

議
員
　
来
年
４
月
か
ら
実
施
（
要

支
援
１
・
２
の
総
合
事
業
へ
の
移

行
）に
向
け
て
の
、
広
域
７
町
協
議

の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
広
域
７
町
は

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
営
業
範
囲
が

重
複
し
て
い
る
の
で
、
統
一
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
や
報
酬
単
価
等

の
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
は
、現
行
ど
お

り
移
行
し
、訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）

に
お
い
て
、
生
活
支
援
（
買
い
物
・

掃
除
等
）
を
緩
和
サ
ー
ビ
ス
（
無
資

格
者
で
も
可
）で
の
提
供
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員
　
新
規
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
デ

イ
・
ヘル
パ
ー
の
み
の
希
望
）
の
方
を

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
（
介
護
認
定
に
比
べ

簡
易
）で
判
定
し
、
総
合
事
業
に
振

り
分
け
る
の
で
は
な
く
、必
ず
介
護

認
定
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。介
護
保
険
制
度
の
理
解
が
不

十
分
な
方
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は

い
か
が
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
総
合
事
業
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
て
も
、必
要

時
に
は
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
ま

す
。受
付
時
に
は
丁
寧
に
説
明
し
て

お
り
、安
易
な
振
り
分
け
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

議
員
　
利
用
者
の
変
化
等
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
た
め
に
も
、無
資
格

者
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
規
制
し
、

利
用
の
抑
制
を
行
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
求

め
ま
す
。 アルファー米の活用について

坂 口　 徹　議員

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
つ
い
て

伴　 吉 晴　議員

介
護
保
険
総
合
事
業
実
施
で

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
な
い
よ
う
に

濱　眞理子　議員

40～ 64歳
65～ 74歳
75歳以上
計

40～64歳
65～ 74歳
75歳以上

9,019
4,405
3,889
17,313

介護保険被保険者数

要支援･要介護認定者数
要支援1･2　 

5
57
385

要介護1～5  
24
109
882

▲備蓄食のアルファー米

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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議
員
　
地
域
の
課
題
を
住
民
、
行

政
が
協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。町
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
計
画

は
社
会
福
祉
法
で
は
市
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、県
内
で
は

14
市
町
村
が
策
定
し
て
い
ま
す
。本

町
で
は
、第
４
次
総
合
計
画
の
計
画

期
間
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま
で
に

策
定
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま

す
。策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福

祉
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
社
会
福
祉
協
議
会
や
住
民

と
と
も
に
考
え
な
が
ら
作
成
し
、実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

障
害
が
あ
る
人
が
支
援
を
受
け
や

す
い
マ
ー
ク
に
つ
い
て

議
員
　
妊
娠
し
て
い
る
人
が
身
に

つ
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
よ

う
に
、障
害
が
あ
る
こ
と
を
ま
わ
り

に
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、支
援
を
受

け
や
す
い
よ
う
に
す
る
マ
ー
ク
や

サ
イ
ン
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
障
害
者
な
ど
配

慮
が
必
要
な
人
が
か
ば
ん
な
ど
に

つ
け
、周
囲
に
支
援
や
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
東
京
都
な
ど
が
作
成
し
て
い

ま
す
。ほ
か
に
、岡
山
県
や
徳
島
県
、

福
岡
県
、京
都
府
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。県
全
域

な
ど
広
域
で
使
用
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、県
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
へ
の
取
組
に

つ
い
て

議
員
　
障
害
が
あ
る
人
を
理
解

し
、支
援
す
る
た
め
の
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
に
つ
い
て
、本
町
で
の
取
組

み
は
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
町
に
お
い
て

は
、民
生
児
童
委
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
後
も
、
新

た
に
民
生
児
童
委
員
に
な
ら
れ
る

方
に
は
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く

な
ど
、普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
小
学
校
で
の
水
泳
指
導
の
目
標

に
つ
い
て

※
着
衣
水
泳
に
つ
い
て

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
40
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ

の
１
）

　
龍
田
西
４
丁
目
、稲
葉
西
１
丁
目

地
内
で
西
公
民
館
南
側
区
域
、町
道

５
１
１
号
線
ま
で
公
共
下
水
道
管

を
埋
設
す
る
工
事
で
、指
名
競
争
入

札
に
よ
り
、株
式
会
社
中
谷
組
が
落

札
率
89･

97
％
、
１
億
７
９
４
７
万

４
４
０
０
円
で
落
札
し
ま
し
た
。施

工
延
長
は
１
０
５
１
ｍ
で
、推
進
工

と
し
て
１
７
６
ｍ
、開
削
工
と
し
て

８
７
５
ｍ
と
な
り
ま
す
。工
事
期
間

は
議
会
議
決
後
８
８
６
日
間
と
し
、

平
成
28
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、応
札
業
者
の
数
に
つ

い
て
、
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
、
工

事
方
法
に
よ
る
価
格
の
違
い
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
41
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ

の
２
）

　
法
隆
寺
東
１
丁
目
地
内
で
町
道

２
０
３
号
線
よ
り
南
側
区
域
、町
道

２
１
５
号
線
ま
で
公
共
下
水
道
管

を
埋
設
す
る
工
事
で
、指
名
競
争
入

札
に
よ
り
、株
式
会
社
青
山
組
が
落

札
率
89
･
99
％
、１
億
７
３
５
７
万

７
６
０
０
円
で
落
札
し
ま
し
た
。施

工
延
長
は
１
１
１
９
ｍ
で
、推
進
工

と
し
て
５
１
８
ｍ
、開
削
工
と
し
て

６
０
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。工
事
期
間

は
議
会
議
決
後
８
８
６
日
間
と
し
、

平
成
28
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、応
札
業
者
の
数
に
つ

い
て
、地
質
調
査
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
整
備

に
つ
い
て
、次
年
度
以
降
の
予
算
確

保
、三
室
・
紅
葉
ヶ
丘
区
間
の
早
期

供
用
、五
百
井
・
興
留
区
間
の
事
業

着
手
な
ど
、要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
今
回
、特
に
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
委
員
よ
り
、駅
周
辺
整
備
事
業
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

改
正
に
伴
う
条
例
制
定
等
に
つ
い

て　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、農
業
委
員
の
選
出
方

法
の
変
更
、農
業
委
員
会
の
業
務
の

重
点
化
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
新
設
が
主
な
改
正
内
容
と
な

り
ま
す
。

　
委
員
よ
り
、農
業
委
員
会
総
会
で

の
委
員
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、農

業
委
員
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
の
実
情
に
つ
い
て
、農
業
委
員
の

定
数
に
つ
い
て
、評
価
委
員
会
に
つ

い
て
、女
性
・
青
年
の
登
用
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

○
西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
組
合

解
散
に
伴
う
上
水
道
水
質
検
査
機

関
の
移
行
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
組
合

の
解
散
に
伴
い
、平
成
29
年
４
月
か

ら
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

組
合
に
水
質
検
査
を
依
頼
す
る
事

務
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、12
月
議

会
に
こ
の
組
合
へ
の
加
入
手
続
き

を
議
案
と
し
て
上
程
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、平
成
28
年
10
月
か
ら
平
成

29
年
３
月
ま
で
の
水
質
検
査
は
、奈

良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合

に
お
い
て
仮
受
け
入
れ
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
協
議
が
整
っ
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、組
合
へ
の
負
担
金
に

つ
い
て
、水
質
検
査
の
費
用
に
つ
い

て
、現
状
と
の
比
較
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。　（

坂
口
委
員
長
記
）

▲ヘルプマーク▲斑鳩町下水道のマンホール蓋

福
祉
の
分
野
で
の
協
働
の
し
く
み

づ
く
り
、地
域
福
祉
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

平 川 理 恵　議員

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です

　
９
月
15
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付

託
を
受
け
ま
し
た
議
案
及
び
継
続
審
査
案
件
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

委員会のうごき

12No.9013

一 般 質 問



議
員
　
地
域
の
課
題
を
住
民
、
行

政
が
協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。町
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
計
画

は
社
会
福
祉
法
で
は
市
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、県
内
で
は

14
市
町
村
が
策
定
し
て
い
ま
す
。本

町
で
は
、第
４
次
総
合
計
画
の
計
画

期
間
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま
で
に

策
定
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま

す
。策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福

祉
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
社
会
福
祉
協
議
会
や
住
民

と
と
も
に
考
え
な
が
ら
作
成
し
、実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

障
害
が
あ
る
人
が
支
援
を
受
け
や

す
い
マ
ー
ク
に
つ
い
て

議
員
　
妊
娠
し
て
い
る
人
が
身
に

つ
け
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
よ

う
に
、障
害
が
あ
る
こ
と
を
ま
わ
り

に
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、支
援
を
受

け
や
す
い
よ
う
に
す
る
マ
ー
ク
や

サ
イ
ン
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
障
害
者
な
ど
配

慮
が
必
要
な
人
が
か
ば
ん
な
ど
に

つ
け
、周
囲
に
支
援
や
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
東
京
都
な
ど
が
作
成
し
て
い

ま
す
。ほ
か
に
、岡
山
県
や
徳
島
県
、

福
岡
県
、京
都
府
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。県
全
域

な
ど
広
域
で
使
用
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、県
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
へ
の
取
組
に

つ
い
て

議
員
　
障
害
が
あ
る
人
を
理
解

し
、支
援
す
る
た
め
の
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
に
つ
い
て
、本
町
で
の
取
組

み
は
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
町
に
お
い
て

は
、民
生
児
童
委
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
後
も
、
新

た
に
民
生
児
童
委
員
に
な
ら
れ
る

方
に
は
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く

な
ど
、普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
小
学
校
で
の
水
泳
指
導
の
目
標

に
つ
い
て

※
着
衣
水
泳
に
つ
い
て

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
40
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ

の
１
）

　
龍
田
西
４
丁
目
、稲
葉
西
１
丁
目

地
内
で
西
公
民
館
南
側
区
域
、町
道

５
１
１
号
線
ま
で
公
共
下
水
道
管

を
埋
設
す
る
工
事
で
、指
名
競
争
入

札
に
よ
り
、株
式
会
社
中
谷
組
が
落

札
率
89･

97
％
、
１
億
７
９
４
７
万

４
４
０
０
円
で
落
札
し
ま
し
た
。施

工
延
長
は
１
０
５
１
ｍ
で
、推
進
工

と
し
て
１
７
６
ｍ
、開
削
工
と
し
て

８
７
５
ｍ
と
な
り
ま
す
。工
事
期
間

は
議
会
議
決
後
８
８
６
日
間
と
し
、

平
成
28
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、応
札
業
者
の
数
に
つ

い
て
、
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
、
工

事
方
法
に
よ
る
価
格
の
違
い
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
41
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
そ

の
２
）

　
法
隆
寺
東
１
丁
目
地
内
で
町
道

２
０
３
号
線
よ
り
南
側
区
域
、町
道

２
１
５
号
線
ま
で
公
共
下
水
道
管

を
埋
設
す
る
工
事
で
、指
名
競
争
入

札
に
よ
り
、株
式
会
社
青
山
組
が
落

札
率
89
･
99
％
、１
億
７
３
５
７
万

７
６
０
０
円
で
落
札
し
ま
し
た
。施

工
延
長
は
１
１
１
９
ｍ
で
、推
進
工

と
し
て
５
１
８
ｍ
、開
削
工
と
し
て

６
０
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。工
事
期
間

は
議
会
議
決
後
８
８
６
日
間
と
し
、

平
成
28
年
９
月
26
日
か
ら
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、応
札
業
者
の
数
に
つ

い
て
、地
質
調
査
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
整
備

に
つ
い
て
、次
年
度
以
降
の
予
算
確

保
、三
室
・
紅
葉
ヶ
丘
区
間
の
早
期

供
用
、五
百
井
・
興
留
区
間
の
事
業

着
手
な
ど
、要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
今
回
、特
に
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
委
員
よ
り
、駅
周
辺
整
備
事
業
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

改
正
に
伴
う
条
例
制
定
等
に
つ
い

て　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、農
業
委
員
の
選
出
方

法
の
変
更
、農
業
委
員
会
の
業
務
の

重
点
化
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
新
設
が
主
な
改
正
内
容
と
な

り
ま
す
。

　
委
員
よ
り
、農
業
委
員
会
総
会
で

の
委
員
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、農

業
委
員
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
の
実
情
に
つ
い
て
、農
業
委
員
の

定
数
に
つ
い
て
、評
価
委
員
会
に
つ

い
て
、女
性
・
青
年
の
登
用
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

○
西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
組
合

解
散
に
伴
う
上
水
道
水
質
検
査
機

関
の
移
行
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
組
合

の
解
散
に
伴
い
、平
成
29
年
４
月
か

ら
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

組
合
に
水
質
検
査
を
依
頼
す
る
事

務
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、12
月
議

会
に
こ
の
組
合
へ
の
加
入
手
続
き

を
議
案
と
し
て
上
程
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、平
成
28
年
10
月
か
ら
平
成

29
年
３
月
ま
で
の
水
質
検
査
は
、奈

良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合

に
お
い
て
仮
受
け
入
れ
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
協
議
が
整
っ
て
い

ま
す
。

　
委
員
よ
り
、組
合
へ
の
負
担
金
に

つ
い
て
、水
質
検
査
の
費
用
に
つ
い

て
、現
状
と
の
比
較
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。　（

坂
口
委
員
長
記
）

▲ヘルプマーク▲斑鳩町下水道のマンホール蓋

福
祉
の
分
野
で
の
協
働
の
し
く
み

づ
く
り
、地
域
福
祉
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

平 川 理 恵　議員

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です

　
９
月
15
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付

託
を
受
け
ま
し
た
議
案
及
び
継
続
審
査
案
件
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

委員会のうごき

12No.9013
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▼

実
施
予
定
の
幼
稚
園
給
食

　湯
せ
ん
す
る
食
材
パ
ウ
チ
と

　配
膳
例

厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
36
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て　
平
成
28
年
度
の
「
前
期
高
齢
者

交
付
金
の
概
算
交
付
金
の
確
定
に

伴
う
国
・
県
支
出
金
の
補
正
」・「
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金

の
確
定
に
伴
う
補
正
」
及
び
「
療

養
給
付
費
負
担
金
等
の
過
年
度
分

の
精
算
に
よ
る
補
正
」
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
37
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
本
特
別
会
計
の

決
算
額
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
と

国
・
県
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
か
ら
の
負
担
金
、補
助
金
、

あ
る
い
は
交
付
金
の
精
算
な
ど
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
38
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
会
計
に
お
け
る

「
繰
越
金
の
確
定
」
及
び
出
納
整

理
期
間
中
に
収
納
し
た
「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
に
係
る
保
険
料

負
担
金
の
支
出
」
及
び
保
険
料
の

払
い
戻
し
に
係
る
「
保
険
料
還
付

金
の
受
け
入
れ
に
要
す
る
補
正
」

で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
42
号
　
西
和
衛
生
試
験

セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　
検
査
員
の
不
足
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
う
大
規
模
耐
震
補
強
、
分

析
器
の
整
備
費
用
及
び
新
規
導
入

の
費
用
な
ど
構
成
町
に
大
き
な
財

政
負
担
が
予
想
さ
れ
、
平
成
29
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
43
号
　
西
和
衛
生
試
験

セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
財
産
の
総
額
を
、
過
去
10
年
間

の
分
担
金
の
平
均
構
成
比
率
か
ら

按
分
率
が
算
出
さ
れ
て
、
当
町
は

17
･
84
％
と
な
り
、
構
成
す
る
７

町
で
共
通
の
協
議
書
を
作
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
ご
み
分
別
体
験
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
人
数
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
議
案
第
35
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
委
員
会
所
管
に
係
る
事
案
に
つ

い
て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
斑
鳩
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
訪
問
介

護
及
び
通
所
介
護
は
、
介
護
保
険

給
付
か
ら
市
町
村
が
実
施
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
と
説
明
・
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、総
合
事
業
、支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
要
支
援
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

○
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

に
伴
う
証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　
平
成
29
年
２
月
１
日
稼
働
を
目

標
に
進
め
て
い
る
証
明
書
等
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
伴
う

役
場
窓
口
以
外
に
お
け
る
証
明
書

等
発
行
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
実
施

に
つ
い
て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

（
宮
崎
委
員
長
記
）

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
35
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
７

５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
88
億
９
７
７
３
万
９
千

円
と
す
る
補
正
で
あ
り
、
主
な
歳

入
と
し
て
は
普
通
交
付
税
交
付
額

の
決
定
に
よ
り
４
７
９
３
万
４
千

円
の
減
額
、
保
育
所
等
整
備
交
付

金
２
６
６
６
万
６
千
円
の
増
額
、

27
年
度
会
計
決
算
剰
余
金
２
億
２

２
４
万
４
千
円
の
増
額
、
町
債
の

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能
額

の
決
定
に
よ
り
９
７
０
万
円
の
減

額
等
で
あ
り
ま
す
。
主
な
歳
出
と

し
て
は
、
27
年
度
の
自
立
支
援
給

付
費
国
庫
負
担
金
等
の
精
算
に
伴

い
超
過
交
付
分
の
返
還
金
１
２
８

０
万
８
千
円
の
増
額
、
民
間
保
育

所
施
設
整
備
費
補
助
金
３
０
０
０

万
円
の
増
額
、
斑
鳩
小
学
校
の
浄

化
槽
の
解
体
工
事
請
負
費
で
１
１

５
７
万
８
千
円
の
増
額
、
今
回
の

補
正
予
備
費
で
１
億
５
９
３
万
８

千
円
の
留
保
等
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
が
当
初
見
込
み
額

か
ら
減
額
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の

手
続
き
関
係
に
つ
い
て
、
学
童
保

育
室
の
エ
ア
コ
ン
の
取
り
換
え
工

事
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が
い
た
さ

れ
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
10
月
29
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で

秋
季
特
別
展
「
藤
ノ
木
古
墳
の
武

器
・
武
具
展
　
武
装
か
ら
藤
ノ
木

古
墳
を
考
え
る
」
を
開
催
予
定
で

あ
り
、
関
連
事
業
と
し
て
、
10
月

29
日
・
30
日
に
石
室
特
別
公
開
、

11
月
13
日
に
記
念
講
演
会
を
予
定

し
て
い
る
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
に
新
た
な
交
付
金

と
し
て
地
方
創
生
推
進
交
付
金
制

度
が
創
設
さ
れ
、
補
助
対
象
事
業

費
の
二
分
の
一
が
交
付
さ
れ
る
た

め
、
世
界
遺
産
法
隆
寺
の
あ
る
斑

鳩
の
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
創

業
支
援
事
業
に
３
年
計
画
で
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
。

　
そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
対
応
活
動
及
び

登
記
相
談
業
務
に
関
す
る
協
定
を

公
益
社
団
法
人
奈
良
県
公
共
嘱
託

登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協
会
と
締

結
予
定
で
あ
る
こ
と
、
地
方
創
生

の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
地
域
産

業
振
興
と
雇
用
創
出
、
創
業
支
援

や
地
域
の
活
性
化
、
移
住
、
定
住

の
促
進
等
で
協
力
す
る
た
め
、
南

都
銀
行
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、

大
和
信
用
金
庫
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
と
包
括
連
携
協
定
の
締
結
予

定
で
あ
る
こ
と
、
町
立
幼
稚
園
の

給
食
に
つ
い
て
、
29
年
４
月
か
ら

温
か
い
給
食
を
提
供
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
、
給
食
費
の
自
己
負
担

の
一
部
を
補
助
す
る
考
え
で
あ
る

こ
と
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　　
そ
の
他

・
地
域
交
流
館
建
築
は
１
つ
は
で
き

て
い
る
が
、
残
り
３
つ
に
つ
い
て
は
、

地
元
協
議
が
な
か
な
か
ま
と
ま
ら

な
い
な
か
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
質
疑
が
い
た
さ
れ
、
理
事
者
よ

り
、
地
元
協
議
が
ま
と
ま
れ
ば
、

予
算
化
す
る
形
で
進
め
た
い
。
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
第
４
次
総
合
計
画

の
期
間
内
で
見
通
し
が
立
た
な
い
場

合
は
、
財
政
的
見
地
か
ら
も
縮
小

の
方
向
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
他
の
委
員
か
ら
、
地

元
協
議
を
ま
と
め
る
べ
く
、
現
在
進

行
中
の
地
域
も
あ
る
。
財
政
的
な

問
題
は
国
や
県
の
様
々
な
補
助
を
使

え
る
よ
う
に
調
査
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
等
の
意
見
が
い
た
さ
れ
ま
し
た
。

・
予
備
費
の
運
用
方
法
の
町
の
考

え
方
に
つ
い
て
意
見
が
い
た
さ
れ
ま

し
た
。

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
次
年
度
の

応
募
説
明
会
で
、
継
続
事
業
に
つ

い
て
は
支
援
は
な
い
の
か
、
と
い
う

質
問
、
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
町

の
考
え
方
を
確
認
し
た
い
と
の
質

疑
が
い
た
さ
れ
、
理
事
者
よ
り
一
定

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

　９月１６日に、全委員出席のもと委員会を
開催し、本会議から付託を受けた５議案と継
続審査案件を審査しましたので、その主な内
容についてお知らせします。

　
９
月
20
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
の

付
託
案
件
1
議
案
と
所
管
事
務
の
報
告
事
項
を
慎
重
に
審
議
、
審
査
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
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▼

実
施
予
定
の
幼
稚
園
給
食

　湯
せ
ん
す
る
食
材
パ
ウ
チ
と

　配
膳
例

厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
36
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て　
平
成
28
年
度
の
「
前
期
高
齢
者

交
付
金
の
概
算
交
付
金
の
確
定
に

伴
う
国
・
県
支
出
金
の
補
正
」・「
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金

の
確
定
に
伴
う
補
正
」
及
び
「
療

養
給
付
費
負
担
金
等
の
過
年
度
分

の
精
算
に
よ
る
補
正
」
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
37
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
本
特
別
会
計
の

決
算
額
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
と

国
・
県
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
か
ら
の
負
担
金
、補
助
金
、

あ
る
い
は
交
付
金
の
精
算
な
ど
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
38
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
会
計
に
お
け
る

「
繰
越
金
の
確
定
」
及
び
出
納
整

理
期
間
中
に
収
納
し
た
「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
に
係
る
保
険
料

負
担
金
の
支
出
」
及
び
保
険
料
の

払
い
戻
し
に
係
る
「
保
険
料
還
付

金
の
受
け
入
れ
に
要
す
る
補
正
」

で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
42
号
　
西
和
衛
生
試
験

セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　
検
査
員
の
不
足
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
う
大
規
模
耐
震
補
強
、
分

析
器
の
整
備
費
用
及
び
新
規
導
入

の
費
用
な
ど
構
成
町
に
大
き
な
財

政
負
担
が
予
想
さ
れ
、
平
成
29
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
43
号
　
西
和
衛
生
試
験

セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
財
産
の
総
額
を
、
過
去
10
年
間

の
分
担
金
の
平
均
構
成
比
率
か
ら

按
分
率
が
算
出
さ
れ
て
、
当
町
は

17
･
84
％
と
な
り
、
構
成
す
る
７

町
で
共
通
の
協
議
書
を
作
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
ご
み
分
別
体
験
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
人
数
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
議
案
第
35
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
委
員
会
所
管
に
係
る
事
案
に
つ

い
て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
斑
鳩
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
訪
問
介

護
及
び
通
所
介
護
は
、
介
護
保
険

給
付
か
ら
市
町
村
が
実
施
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
と
説
明
・
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、総
合
事
業
、支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
要
支
援
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

○
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

に
伴
う
証
明
書
等
発
行
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　
平
成
29
年
２
月
１
日
稼
働
を
目

標
に
進
め
て
い
る
証
明
書
等
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
伴
う

役
場
窓
口
以
外
に
お
け
る
証
明
書

等
発
行
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
実
施

に
つ
い
て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

（
宮
崎
委
員
長
記
）

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
35
号
　
平
成
28
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
７

５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
88
億
９
７
７
３
万
９
千

円
と
す
る
補
正
で
あ
り
、
主
な
歳

入
と
し
て
は
普
通
交
付
税
交
付
額

の
決
定
に
よ
り
４
７
９
３
万
４
千

円
の
減
額
、
保
育
所
等
整
備
交
付

金
２
６
６
６
万
６
千
円
の
増
額
、

27
年
度
会
計
決
算
剰
余
金
２
億
２

２
４
万
４
千
円
の
増
額
、
町
債
の

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能
額

の
決
定
に
よ
り
９
７
０
万
円
の
減

額
等
で
あ
り
ま
す
。
主
な
歳
出
と

し
て
は
、
27
年
度
の
自
立
支
援
給

付
費
国
庫
負
担
金
等
の
精
算
に
伴

い
超
過
交
付
分
の
返
還
金
１
２
８

０
万
８
千
円
の
増
額
、
民
間
保
育

所
施
設
整
備
費
補
助
金
３
０
０
０

万
円
の
増
額
、
斑
鳩
小
学
校
の
浄

化
槽
の
解
体
工
事
請
負
費
で
１
１

５
７
万
８
千
円
の
増
額
、
今
回
の

補
正
予
備
費
で
１
億
５
９
３
万
８

千
円
の
留
保
等
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
が
当
初
見
込
み
額

か
ら
減
額
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の

手
続
き
関
係
に
つ
い
て
、
学
童
保

育
室
の
エ
ア
コ
ン
の
取
り
換
え
工

事
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が
い
た
さ

れ
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

○
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
10
月
29
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で

秋
季
特
別
展
「
藤
ノ
木
古
墳
の
武

器
・
武
具
展
　
武
装
か
ら
藤
ノ
木

古
墳
を
考
え
る
」
を
開
催
予
定
で

あ
り
、
関
連
事
業
と
し
て
、
10
月

29
日
・
30
日
に
石
室
特
別
公
開
、

11
月
13
日
に
記
念
講
演
会
を
予
定

し
て
い
る
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
に
新
た
な
交
付
金

と
し
て
地
方
創
生
推
進
交
付
金
制

度
が
創
設
さ
れ
、
補
助
対
象
事
業

費
の
二
分
の
一
が
交
付
さ
れ
る
た

め
、
世
界
遺
産
法
隆
寺
の
あ
る
斑

鳩
の
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
創

業
支
援
事
業
に
３
年
計
画
で
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
。

　
そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
対
応
活
動
及
び

登
記
相
談
業
務
に
関
す
る
協
定
を

公
益
社
団
法
人
奈
良
県
公
共
嘱
託

登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協
会
と
締

結
予
定
で
あ
る
こ
と
、
地
方
創
生

の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
地
域
産

業
振
興
と
雇
用
創
出
、
創
業
支
援

や
地
域
の
活
性
化
、
移
住
、
定
住

の
促
進
等
で
協
力
す
る
た
め
、
南

都
銀
行
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、

大
和
信
用
金
庫
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
と
包
括
連
携
協
定
の
締
結
予

定
で
あ
る
こ
と
、
町
立
幼
稚
園
の

給
食
に
つ
い
て
、
29
年
４
月
か
ら

温
か
い
給
食
を
提
供
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
、
給
食
費
の
自
己
負
担

の
一
部
を
補
助
す
る
考
え
で
あ
る

こ
と
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　　
そ
の
他

・
地
域
交
流
館
建
築
は
１
つ
は
で
き

て
い
る
が
、
残
り
３
つ
に
つ
い
て
は
、

地
元
協
議
が
な
か
な
か
ま
と
ま
ら

な
い
な
か
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
質
疑
が
い
た
さ
れ
、
理
事
者
よ

り
、
地
元
協
議
が
ま
と
ま
れ
ば
、

予
算
化
す
る
形
で
進
め
た
い
。
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
第
４
次
総
合
計
画

の
期
間
内
で
見
通
し
が
立
た
な
い
場

合
は
、
財
政
的
見
地
か
ら
も
縮
小

の
方
向
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
他
の
委
員
か
ら
、
地

元
協
議
を
ま
と
め
る
べ
く
、
現
在
進

行
中
の
地
域
も
あ
る
。
財
政
的
な

問
題
は
国
や
県
の
様
々
な
補
助
を
使

え
る
よ
う
に
調
査
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
等
の
意
見
が
い
た
さ
れ
ま
し
た
。

・
予
備
費
の
運
用
方
法
の
町
の
考

え
方
に
つ
い
て
意
見
が
い
た
さ
れ
ま

し
た
。

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
次
年
度
の

応
募
説
明
会
で
、
継
続
事
業
に
つ

い
て
は
支
援
は
な
い
の
か
、
と
い
う

質
問
、
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
町

の
考
え
方
を
確
認
し
た
い
と
の
質

疑
が
い
た
さ
れ
、
理
事
者
よ
り
一
定

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

　９月１６日に、全委員出席のもと委員会を
開催し、本会議から付託を受けた５議案と継
続審査案件を審査しましたので、その主な内
容についてお知らせします。

　
９
月
20
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
の

付
託
案
件
1
議
案
と
所
管
事
務
の
報
告
事
項
を
慎
重
に
審
議
、
審
査
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
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平成２７年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　平成２７年度では、保険料の値上げが行われ、住民負
担増となりました。また、年金収入が単身で年２８０万
円以上など、一定の所得がある人の利用料が１割から２
割へ負担増となったことや、施設に入所する方の食事代
や部屋代の補助が縮小されたり、特別養護老人ホームへ
の新たな入所者を原則として要介護３以上とするなど
という制度改悪が国によって実施された年度でもあり
ました。
　こうしたなか、予定していたよりも約３５００万円黒
字となっています。平成２８年度の会計状況も見る中
で、さらに予定を大きく超えた黒字となるようであれ
ば、３カ年計画の途中であっても介護保険料を引き下
げ、住民の負担軽減に努めるという視点をもって平成２
９年度の予算編成をおこなっていただくよう要望し、私
の反対意見とさせていただきます。

【賛　成　意　見】　小　村　議　員

　平成２７年度の介護給付費は、第６期介護保険事業計
画の約９３％の給付量となっており、当該事業計画の初
年度であることや、介護報酬が改定されたことなどを考
慮すると、適正に運営されているものと考えます。
　また、地域支援事業として、高齢者の総合相談支援事
業をはじめ、運動機能の向上や認知症予防などの事業に
も積極的に取り組まれています。
　さらには、介護保険料についても、保険料の上昇を抑
えるため、介護給付費準備基金の取り崩しや、特に、国が
示す保険料段階を細分化し、引き続き、低所得者に配慮
した町独自の保険料も設定されています。
　平成２９年度から要支援サービスの一部が総合事業
に移行されますが、今後も安心して必要なサービスを受
けることができる介護保険運営に努められることをお
願いします。

同一労働同一賃金原則の確立を求める意見書について

【反　対　意　見】　伴　議　員

　同一労働同一賃金の実現に向けては、本年６月２日に
閣議決定されました「ニッポン一億総活躍プラン」にお
いて、不合理な待遇差として是正すべきものを明らかに
し、その是正が円滑に行われるよう、不合理な待遇差に
関する司法判断の根拠規定の整備、非正規雇用労働者と
正規雇用労働者との待遇格差に関する事業者の説明義
務の整備などを含め、労働契約法、パートタイム労働法
及び労働者派遣法の改正法案を国会に提出することと
されています。また、同一労働同一賃金にむけての中小
企業・小規模事業者への支援についても政府として取
り組むこととされています。
　以上のことから、本意見書の提出に対しては、もう少
し、政府の動向を見極めていくことが肝要であると考
え、今すぐにはこの意見書の提出は必要がないものとし
て反対します。

【賛　成　意　見】　濱　議　員

　非正規雇用労働者は、賃金労働だけでなく、請負労働
の形態を含めて、減少していません。我が党へは、低賃
金・低待遇の悲痛の声が数多く寄せられています。給料
が安いため、結婚や子どもを持つことに大きな不安をか
かえ、老後の不安を訴える方もおいでです。
　閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」では、い
わゆる「新３本の矢」の不可欠な要素として、働き方改革
を据えております。また、中小企業、小規模事業者の支援
がうたわれております。賃金格差をなくすことこそが、
少子高齢化改善、経済成長の要であると強調されていま
す。
　「待ったなし」の今こそ、非正規雇用労働者の悲痛な叫
びを国に要望することが、住民のいちばん身近な私たち
町議会の責務であると、私は考えます。

平成２７年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　反対の理由として、主な点では、①小中学校の３０人
学級編制が３５人学級編制に後退したこと。②シルバー
人材センターへの発注単価が時給換算すると最低賃金
を下回っていること。③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業や地
域交流館建設事業などに、今後２５億円以上の費用をか
ける計画になっていること。④自治会連合会への補助金
のあり方を見直すこと。⑤予備費で３件・１２３６万９
千円の充用がされていること。⑥高齢者優待券の１人当
たりの金額が減額になったこと。⑦いかるがバイパス
（パークウェイ）は住民合意を基本とし、県道から東側に
ついては計画を見直すこと。⑧学童保育は「入りたくて
も入れない」という保護者の声があることや保護者会か
らの要望である時間延長に応えることなど、いくつかの
問題点について指摘し、私の反対意見とさせていただき
ます。

【賛　成　意　見】　井　上　議　員

　この予算の執行を通して、安全と安心のまちづくり、
子育て支援のまちづくりに前向きに取り組まれている
と考えます。
　その主なものとしては、地域消費拡大を目的としたプ
レミアム商品券の発行支援、おたふくかぜワクチン予防
接種の助成、保育所定員確保のための私立保育所の運営
支援、学校渡り廊下等の耐震診断、東町池の流域貯留浸
透施設の整備などをすすめられました。
　反対者のおっしゃる少人数学級編制についても、小学
校１・２年は３０人、小学校３年から中学校卒業までは
３５人としており、いずれの学年においても国の基準を
上回り、全国的にも見ても充実しています。
　このように、厳しい状況のなかでも、社会経済情勢や
住民ニーズに対応した諸施策を意欲的に推進し、効率的
な行財政運営に努めたと認められることから、当決算の
認定に賛成します。

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　平成２７年度では、保険税の値上げが行われ、その結
果、保険税を納めることができない人が増えていること
が短期被保険者証の発行件数が増えていることから伺
えます。本来、国民の命と健康を守るためにあるはずの
制度によって生活がおびやかされるという 悪循環に
陥っています。この間、費用負担を半減してきた国の姿
勢に最大の問題があります。
　また、今後、平成３０年度から国民健康保険制度の県
単位化がスタートしようとしており、それに伴い保険税
の値上げになると言われています。今でも「高すぎて払
えない」という声があり、県が示す標準保険料率が住民
負担増につながるのであれば、町の裁量を発揮して住民
のくらしを守るための最大限の努力をしていただくこ
とを強く要望し、私の反対意見とさせていただきます

【賛　成　意　見】　平　川　議　員

　国民健康保険は、社会保険などと比較すると高齢者が
多く加入されることから医療費が高額となり、また収入
の少ない方々の加入割合も高いことから、その財政運営
は厳しいものとならざるを得ないと認識しています。
　当町においても、非常に厳しい財政状況であることか
ら、その安定化を図るため、平成２７年度に税率の改定
が行なわれたものです。その結果、平成２７年度決算に
おいては、単年度収支がおよそ１，８５０万円の黒字と
なり、累積赤字も４億２，９６０万円に縮減されたこと
から、一定の評価ができるものと考えています｡
　町には、地域住民が安心して医療を受けられるよう、
医療費の効率かつ適正な利用などの取り組みを進めて
いただき、また、未納者対策をより強化され、国民健康保
険事業の安定した運営に努めていただくことを強く要
望します｡

本 会 議 で の
討 論

議案に対して賛否が分かれた場合、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
９月定例会では、4件の討論が行われました。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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平成２７年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　平成２７年度では、保険料の値上げが行われ、住民負
担増となりました。また、年金収入が単身で年２８０万
円以上など、一定の所得がある人の利用料が１割から２
割へ負担増となったことや、施設に入所する方の食事代
や部屋代の補助が縮小されたり、特別養護老人ホームへ
の新たな入所者を原則として要介護３以上とするなど
という制度改悪が国によって実施された年度でもあり
ました。
　こうしたなか、予定していたよりも約３５００万円黒
字となっています。平成２８年度の会計状況も見る中
で、さらに予定を大きく超えた黒字となるようであれ
ば、３カ年計画の途中であっても介護保険料を引き下
げ、住民の負担軽減に努めるという視点をもって平成２
９年度の予算編成をおこなっていただくよう要望し、私
の反対意見とさせていただきます。

【賛　成　意　見】　小　村　議　員

　平成２７年度の介護給付費は、第６期介護保険事業計
画の約９３％の給付量となっており、当該事業計画の初
年度であることや、介護報酬が改定されたことなどを考
慮すると、適正に運営されているものと考えます。
　また、地域支援事業として、高齢者の総合相談支援事
業をはじめ、運動機能の向上や認知症予防などの事業に
も積極的に取り組まれています。
　さらには、介護保険料についても、保険料の上昇を抑
えるため、介護給付費準備基金の取り崩しや、特に、国が
示す保険料段階を細分化し、引き続き、低所得者に配慮
した町独自の保険料も設定されています。
　平成２９年度から要支援サービスの一部が総合事業
に移行されますが、今後も安心して必要なサービスを受
けることができる介護保険運営に努められることをお
願いします。

同一労働同一賃金原則の確立を求める意見書について

【反　対　意　見】　伴　議　員

　同一労働同一賃金の実現に向けては、本年６月２日に
閣議決定されました「ニッポン一億総活躍プラン」にお
いて、不合理な待遇差として是正すべきものを明らかに
し、その是正が円滑に行われるよう、不合理な待遇差に
関する司法判断の根拠規定の整備、非正規雇用労働者と
正規雇用労働者との待遇格差に関する事業者の説明義
務の整備などを含め、労働契約法、パートタイム労働法
及び労働者派遣法の改正法案を国会に提出することと
されています。また、同一労働同一賃金にむけての中小
企業・小規模事業者への支援についても政府として取
り組むこととされています。
　以上のことから、本意見書の提出に対しては、もう少
し、政府の動向を見極めていくことが肝要であると考
え、今すぐにはこの意見書の提出は必要がないものとし
て反対します。

【賛　成　意　見】　濱　議　員

　非正規雇用労働者は、賃金労働だけでなく、請負労働
の形態を含めて、減少していません。我が党へは、低賃
金・低待遇の悲痛の声が数多く寄せられています。給料
が安いため、結婚や子どもを持つことに大きな不安をか
かえ、老後の不安を訴える方もおいでです。
　閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」では、い
わゆる「新３本の矢」の不可欠な要素として、働き方改革
を据えております。また、中小企業、小規模事業者の支援
がうたわれております。賃金格差をなくすことこそが、
少子高齢化改善、経済成長の要であると強調されていま
す。
　「待ったなし」の今こそ、非正規雇用労働者の悲痛な叫
びを国に要望することが、住民のいちばん身近な私たち
町議会の責務であると、私は考えます。

平成２７年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　反対の理由として、主な点では、①小中学校の３０人
学級編制が３５人学級編制に後退したこと。②シルバー
人材センターへの発注単価が時給換算すると最低賃金
を下回っていること。③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業や地
域交流館建設事業などに、今後２５億円以上の費用をか
ける計画になっていること。④自治会連合会への補助金
のあり方を見直すこと。⑤予備費で３件・１２３６万９
千円の充用がされていること。⑥高齢者優待券の１人当
たりの金額が減額になったこと。⑦いかるがバイパス
（パークウェイ）は住民合意を基本とし、県道から東側に
ついては計画を見直すこと。⑧学童保育は「入りたくて
も入れない」という保護者の声があることや保護者会か
らの要望である時間延長に応えることなど、いくつかの
問題点について指摘し、私の反対意見とさせていただき
ます。

【賛　成　意　見】　井　上　議　員

　この予算の執行を通して、安全と安心のまちづくり、
子育て支援のまちづくりに前向きに取り組まれている
と考えます。
　その主なものとしては、地域消費拡大を目的としたプ
レミアム商品券の発行支援、おたふくかぜワクチン予防
接種の助成、保育所定員確保のための私立保育所の運営
支援、学校渡り廊下等の耐震診断、東町池の流域貯留浸
透施設の整備などをすすめられました。
　反対者のおっしゃる少人数学級編制についても、小学
校１・２年は３０人、小学校３年から中学校卒業までは
３５人としており、いずれの学年においても国の基準を
上回り、全国的にも見ても充実しています。
　このように、厳しい状況のなかでも、社会経済情勢や
住民ニーズに対応した諸施策を意欲的に推進し、効率的
な行財政運営に努めたと認められることから、当決算の
認定に賛成します。

平成２７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　平成２７年度では、保険税の値上げが行われ、その結
果、保険税を納めることができない人が増えていること
が短期被保険者証の発行件数が増えていることから伺
えます。本来、国民の命と健康を守るためにあるはずの
制度によって生活がおびやかされるという 悪循環に
陥っています。この間、費用負担を半減してきた国の姿
勢に最大の問題があります。
　また、今後、平成３０年度から国民健康保険制度の県
単位化がスタートしようとしており、それに伴い保険税
の値上げになると言われています。今でも「高すぎて払
えない」という声があり、県が示す標準保険料率が住民
負担増につながるのであれば、町の裁量を発揮して住民
のくらしを守るための最大限の努力をしていただくこ
とを強く要望し、私の反対意見とさせていただきます

【賛　成　意　見】　平　川　議　員

　国民健康保険は、社会保険などと比較すると高齢者が
多く加入されることから医療費が高額となり、また収入
の少ない方々の加入割合も高いことから、その財政運営
は厳しいものとならざるを得ないと認識しています。
　当町においても、非常に厳しい財政状況であることか
ら、その安定化を図るため、平成２７年度に税率の改定
が行なわれたものです。その結果、平成２７年度決算に
おいては、単年度収支がおよそ１，８５０万円の黒字と
なり、累積赤字も４億２，９６０万円に縮減されたこと
から、一定の評価ができるものと考えています｡
　町には、地域住民が安心して医療を受けられるよう、
医療費の効率かつ適正な利用などの取り組みを進めて
いただき、また、未納者対策をより強化され、国民健康保
険事業の安定した運営に努めていただくことを強く要
望します｡

本 会 議 で の
討 論

議案に対して賛否が分かれた場合、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
９月定例会では、4件の討論が行われました。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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平成２7年度決算を審査
こんなことが決まりました
８人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

②
⑥
⑦
⑬

９月定例会

ごみ分別体験ステーション
　（裏表紙に関連記事）

35種類に細かく分別します ▼

▲35種類に細かく分別します

▲厚生常任委員会で現地調査を行いました

ごみ分別体験ステーションが設置されました！
「ごみ」を「資源」にするために、ごみを細かく分別して排出する体験ができる「ごみ分別体験ステーション」
が設置されました。
３５種類に細かく分別することで、資源化をさらに推進することができ、町指定袋の使用枚数の削減にもな
りますので、ぜひ体験してみてください。

場所：斑鳩町幸前２－８－９　衛生処理場内
持込可能日時：平日、第２土曜日、第４日曜日　午前８時３０分～午後３時３０分
分別内容：３５分別（下線が引いてあるものは、町指定袋に入れるなど、従来どおりの排出方法となります。）

①可燃ごみ、②紙おむつ、③アルミ製品、④鉄製品、⑤ブリキ製品、⑥銅線、⑦布製品、⑧その他不燃ごみ、
⑨粗大ごみ、⑩有害危険なごみ、⑪リターナブルビン、⑫その他ビン、⑬アルミ缶、⑭スチール缶、⑮ペットボトル、
⑯硬質プラ、⑰ペットボトルキャップ、⑱レジ袋、⑲その他プラ、⑳枝葉･草類、㉑生ごみ、㉒白色トレイ、㉓柄色トレイ、
㉔新聞紙、㉕ダンボール、㉖雑誌類、㉗雑がみ、㉘紙パック、㉙古着、㉚陶器･ガラス製食器、㉛食器以外、
32廃食用油、33高品位小型家電、34中品位小型家電、35低品位小型家電
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